
寒川町教育委員会１１月定例会議事日程 

 

令和７年 11 月 19 日（水） 

午後１時 30 分 

東分庁舎第２会議室 

 

１ 開 会 

 

 

２ 会議録署名委員の指名 

大 森 委 員   山 本 委 員 

 

３ 教育長報告 

 

 

４ 社会教育施設報告 

① 公民館報告（資料１） 

② 総合図書館報告（資料２） 

 

５ 委員報告 

 

 

６ 協 議 

① 第２次寒川町教育振興基本計画【改定版】（案）に係るパブリックコメントについ

て（資料３） 

② 令和７年度実施全国学力・学習状況調査の結果について（資料４） 

 

７ そ の 他 

 

 

８ 議 事 

報告第９号 専決処分の報告について 

 

９ 閉 会 



資　料　№　１

男 女 男 女

町民センター 120 188 308 --
北部公民館 108 180 288 --
南部公民館 72 114 186 --

10月25日（土） 13:00 ～ 16:00 174 280 454 --

10月26日（日）
10:00
13:00

～
12:00
16:00

111 227 338 --

10月6日（月） 16:00 ～ 18:00 30 5 13 18 60%

10月14日（火） 16:00 ～ 18:00 30 2 11 13 43%

10月21日（火） 16:00 ～ 18:00 30 2 11 13 43%

10月27日（月） 16:00 ～ 18:00 30 3 12 15 50%

男 女 男 女

おはなし図書館 幼児期 10月4日（土） 10:30 ～ 11:00 10 0 0% 読み聞かせボランティアによる定期開催事業

横浜洋館めぐり 成人期 10月11日（土） 8:15 ～ 12:00 12 4 9 4 9 13 108%

小雨模様だったが、参加者たちは数々の洋館をめぐ
り、見学を通じて横浜の歴史について学ぶことができ
た。アンケートでは、ガイドの案内が分かりやすかっ
た、とても充実した企画でした、趣のあるツアーだった
などの感想があった。

陶芸教室 成人期 10月18日（土） 9:30 ～ 12:00 10 0 10 0 10 10 100%

初心者の参加者もいたが、時間内に完成することが
でき、作品の焼き上がりが楽しみ。アンケートでは、楽
しく作ることができた、優しく教えていただき楽しかっ
た、また参加したい、でき上がりが楽しみですなど好
評だった。

北部ハロウィン 青少年期 10月25日（土） 10:00 ～ 12:00 50 12 36 10 32 42 88%

ゲーム、紙芝居と読み聞かせ、折り紙、塗り絵、スライ
ムの全てのコーナーが盛況で、子どもたちからは、楽
しかった、またやりたいとの声が多かった。ボランティ
アの協力により大成功のイベントとなった。

ほくぶ寄席
（生涯学習推進員事業）

成人期 10月26日（日） 14:00 ～ 15:40 80 21 45 66 83%

大和落語演芸俱楽部による、マジック、三線演奏、落
語2席の演目だった。今回も三線演奏は来場者を巻
き込む演出でとても盛り上がった。アンケートでは、笑
れ福い一座が楽しかった、また来ます、今後も楽しみ
にしています、大変良かったなどの感想があった。

令和 ７年度 公民館事業実績 （１０月分）

　　　　　　★印は新規事業

館　名 講　座　名 年代 日　　　時

9月29日（月）～10月5日（日）

さむかわ音楽祭 成人期

2日間とも雨模様で、人気の高い中学校吹奏楽3団体
が初日の出演となったが、常時一定の来場者で客席
が埋まり、演奏者からも良い音楽会であったとの声が
あった。リピーターの増加とともに、目的の発表以外
への関心の高まりが集客の底上げにつながっている
と考える。

募集
人数

申込人数 参加人数 延べ
人数

参加率 コ メ ン ト

にこにこ学習会 青少年期
小学5年生から中学3年生を対象とした、ボランティア
講師の指導による学習会

館　名 講　座　名 年代 日　　　時
募集
人数

申込人数 参加人数

センター

ジュニア絵画展 青少年期

9月10日（水）～17日（水）
町内小・中学校から1,508点の応募があり、100点を入
選作として展示した。

9月20日（土）～26日（金）

延べ
人数

参加率 コ メ ン ト

北部



簡単クッキング
（生涯学習推進員事業）

成人期 10月29日（水） 10:00 ～ 13:00 15 3 12 3 11 14 93%

さつまいもをメインにして簡単に作れる料理に挑戦し
た。講師の丁寧な指導のおかげで、全員が楽しそう
に作業をしていた。アンケートは、また参加したい、講
師が親切だった、楽しく美味しくできた、地場の食材
を使った料理で良かったなど好評だった。

集会室開放事業
（卓球・バドミントン）

青少年期 10月 16 50 66 -- 利用のない時間帯、青少年を対象に集会室を開放

親子サロン 幼児期 10月 9:00 ～ 12:00 0 2 2 -- 毎日午前、未就園児とその保護者に敬老室を開放

学習コーナー 全年代 10月 9:00 ～ 17:00 3 3 6 -- 毎日午前午後、全世代を対象にロビーの一部を開放

男 女 男 女

さむかわ町の仏像探訪
～岡田・宮山地区編～
（生涯学習推進員事業）

成人期 10月3日（金） 9:00 ～ 12:30 10 3 10 3 10 13 130%

昨年度の一之宮地区編に続き、岡田・宮山地区編を
実施した。安楽寺ほか3カ所の寺を巡り仏像を拝観し
たり、寺に関わる貴重な話を講師や住職から聞くこと
ができた。遺跡にも立ち寄り、寒川神社を参拝して新
たな知識を得ることもできた。

親子でクラフト教室⑥ 幼児期 10月6日（月） 10:00 ～ 10:30 12 4 9 4 9 13 108%

ハロウィンのカード作りを行った。台紙にかぼちゃや
おばけの切り抜きを貼り、おばけの顔に目や口を描き
入れた。親子で会話を楽しみながら取り組み、いつも
は落ち着きのない2歳児3人も、今回は母親の膝の上
で静かに作業をしていた。

おはなし広場幼児 幼児期 10月6日（月） 10:30 ～ 11:00 4 9 4 6 10 -- 読み聞かせボランティアによる事業

10月7日（火） 9:30 ～ 12:00 12 3 9 3 9 12 100%

10月14日（火） 9:30 ～ 12:00 12 3 9 2 8 10 83%

10月21日（火） 9:30 ～ 12:00 12 3 9 2 9 11 92%

10月28日（火） 9:30 ～ 12:00 12 3 9 2 7 9 75%

和菓子体験教室 成人期 10月28日（火） 13:30 ～ 16:00 12 2 13 2 13 15 125%

月見饅頭と練り切りを作った。蒸した饅頭に焼き印を
つけたり、練り切りの形を整えたりして、参加者は一生
懸命に取り組んでいた。ハロウィンにちなんで、かぼ
ちゃやおばけの練り切りも作り、和菓子作りをより身近
に感じたようだった。

10月13日（月） 10:00 ～ 12:00 6 12 18 -- 体操、歌、ハンドベル、ウクレレ等を体験

10月27日（月） 10:00 ～ 12:00 4 8 12 -- 体操、歌、ハンドベル、ウクレレ等を体験

集会室開放事業（バドミントン） 青少年期 10月 13:00 ～ 17:00 42 21 63 -- 毎週火曜日午後、青少年を対象に集会室を開放

敬老室開放事業（囲碁・将棋） 高齢期 10月 13:00 ～ 17:00 97 0 97 -- 毎日午後、高齢者を対象に敬老室を開放

南部ほっとオアシス 幼児期 10月 9:00 ～ 12:00 1 1 2 -- 毎日午前、未就園児とその保護者に敬老室を開放

北部

利用のない時間帯

コ メ ン ト

南部

★健康麻雀超初心者講座
（生涯学習推進員事業）

成人期

女性の参加者が多く、心身の健康を考えて参加した
方が多かった。4回の連続講座であったが欠席者も
少なく、継続学習の希望者が多かったため、サークル
を立ち上げることになった。

南部サロン

館　名 講　座　名 年代 日　　　時
募集
人数

成人期

申込人数 参加人数 延べ
人数

参加率



学習コーナー 全年代 10月 9:00 ～ 17:00 2 14 16 -- 毎日午前午後、全世代を対象にロビーの一部を開放

南部



令和７年度公民館事業予定（１２月） 

 

○町民センター 

◆だがしや楽校 

日 時：１２月６日（土）午後１時３０分～３時３０分 

対 象：町内在住・在勤者 

内 容：まつりの屋台形式での「趣味・特技・遊び・学び・作品」の発表を通じて、出店

者と参加者が交流する 

 

◆科学を体験してみよう 

日 時：１２月７日（日）午後１時３０分～３時３０分 

対 象：町内在住の小学４～６年生 １０名 

講 師：野村健太（森村学園教諭） 

内 容：宇宙飛行士と地上のやりとりを疑似体験、傘袋ロケットを飛ばす 

 

◆お飾り講習会 

日 時：１２月１４日（日）午前９時３０分～正午 

対 象：町内在住・在勤者 ８名 

講 師：郷土研究会 

参加費：４００円（材料費） 

 

◆ジャズ＆カントリー・コンサート 

日 時：１２月１４日（日）午後１時～３時３０分 

対 象：町内在住・在勤者 ４００名 

出 演：今井せいじとフライド・バンド、玉井滋カルテット 

 

○北部公民館 

◆クリスマスピアノコンサート 

日 時：１２月７日（日）午後１時３０分～３時 

対 象：町内在住・在勤者 ８０名 

講 師：羽賀ゆかり 

 

 

 

 

 



◆親子クリスマス料理教室 

日 時：１２月１３日（土）午前１０時～午後１時 

対 象：町内在住の小学生の親子 ９組 

講 師：平野由梨、廣田朋久 

内 容：ビーフシチュー、カップケーキ、サラダを作る 

参加費：８００円（材料費） 

 

◆ディンプルアート教室 

日 時：１２月１４日（日）午前１０時～正午 

対 象：町内在住・在勤者 １５名 

内 容：クリスマスや干支の絵をステンドグラフ風に描く 

講 師：星さおり（ディンプルアート・インストラクター） 

参加費：１，５００円（材料費） 

 

◆お飾り作り教室 

日 時：１２月２０日（土）午前９時３０分～正午 

対 象：町内在住・在勤者 １８名 

講 師：吉田 明（寒川町郷土研究会） 

参加費：８００円（材料費） 

 

◆バルーンで遊ぼうｗｉｔｈおはなし図書館 

日 時：１２月２１日（日）午後１時３０分～３時３０分 

対 象：町内在住の幼児及び小学生（幼児は親子で参加）１２名 

内 容：読み聞かせとバルーンアイスクリーム作り 

講 師：井上浩子（バルーンアーティテスト） 

参加費：３００円（材料費） 

 

○南部公民館 

◆親子でクラフト教室 

日 時：１２月１日（月）午前１０時～１０時３０分 

対 象：町内在住の幼児と保護者 ６組 

内 容：クリスマスツリー作り 

料 金：１００円（材料費） 

 

 

 



◆おはなし広場幼児 

日 時：１２月１日（月）午前１０時３０分～１１時 

対 象：町内在住の幼児と保護者 

 

◆そば打ち体験教室 

日 時：１２月７日（日）午前９時３０分～午後２時 

対 象：町内在住・在勤者 １２名 

講 師：根岸そば打ち会 

料 金：１，０００円（材料費） 

 

◆クリスマスひろば 

日 時：１２月１４日（日）午後１時３０分～２時３０分 

対 象：町内在住の小学生以下の親子 ６０名 

内 容：読み聞かせやゲームでクリスマスを楽しむ 



北部 南部 総合 合計 北部 南部 総合 合計
1 水 16 31 390 437 22 7 418 447
2 木 23 27 444 494 16 6 672 694

3 金 11 16 494 521 7 5 595 607

4 土 32 45 625 702 39 18 1,134 1,191
5 日 18 31 712 761 16 30 1,188 1,234
7 火 25 27 560 612 15 15 835 865
8 水 19 27 494 540 18 18 570 606
9 木 23 23 394 440 35 8 465 508
10 金 11 19 507 537 11 6 630 647
11 土 21 23 616 660 14 15 1,039 1,068
12 日 13 20 657 690 13 9 1,043 1,065
13 月 14 28 507 549 16 30 504 550
14 火 16 27 470 513 16 4 603 623
15 水 21 56 462 539 16 25 469 510
16 木 12 23 408 443 11 11 615 637
17 金 13 15 458 486 7 6 472 485
18 土 32 23 570 625 18 19 948 985
19 日 34 20 590 644 25 17 1,062 1,104
21 火 19 24 533 576 17 14 873 904
22 水 15 24 357 396 16 11 418 445
23 木 14 23 541 578 27 29 541 597
24 金 11 22 421 454 10 6 551 567
25 土 33 22 542 597 37 7 1,011 1,055
26 日 15 25 625 665 1 23 1,247 1,271
28 火 11 21 585 617 24 27 1,049 1,100
29 水 17 26 456 499 11 14 606 631
30 木 15 34 448 497 11 31 617 659
31 金 15 20 486 521 10 6 568 584
28 日開館※ 519 722 14,352 15,593 479 417 20,743 21,639

19 26 513 - 17 15 741 -
- 24 - 81 - 1,130 - 1,235 + 132 - 69 - 2,318 - 2,255

※ 分室は 28 日開室

北部 南部 総合 合計 北部 南部 総合 合計
4 26 594 674 13,318 14,586 403 484 21,495 22,382 827
5 28 533 829 14,381 15,743 407 443 22,059 22,909 788
6 20 515 610 7,834 8,959 390 407 19,305 20,102 965
7 28 694 799 15,762 17,255 420 432 21,947 22,799 784
8 28 593 805 17,383 18,781 478 597 24,657 25,732 881
9 26 535 727 14,484 15,746 434 510 20,346 21,290 783

10 28 519 722 14,352 15,593 479 417 20,743 21,639 741
184 3,983 5,166 97,514 106,663 3,011 3,290 150,552 156,853 7 ヵ月分

一日平均 21 28 530 - 16 18 818 -

159 日開室

北部 南部 総合 合計 北部 南部 総合 合計

2018 310 10,852 15,448 290,165 316,465 5,604 8,840 336,432 350,876
年度 一日平均 35 49 936 - 18 28 1,085 -
2019 288 9,889 13,398 289,245 312,532 5,504 8,112 305,597 319,213
年度 一日平均 34 46 1,004 - 19 28 1,061 -
2020 246 6,173 8,276 182,904 197,353 3,305 5,565 237,984 246,854
年度 一日平均 25 34 744 - 13 23 967 -
2021 308 7,906 10,594 220,907 239,407 5,043 7,064 312,732 324,839
年度 一日平均 25 34 717 - 16 23 1,015 -
2022 306 7,817 10,247 211,858 229,922 3,894 6,505 277,814 288,213
年度 一日平均 25 33 692 - 13 21 908 -
2023 292 7,076 9,790 186,451 203,317 4,238 6,036 260,533 270,807
年度 一日平均 24 33 639 - 14 20 892 -
2024 311 6,158 7,918 156,992 171,068 3,924 5,451 241,682 251,057
年度 一日平均 21 27 551 - 14 19 848 -
2025 130 3,983 5,166 97,514 106,663 3,011 3,290 150,552 156,853
年度 一日平均 21 28 530 - 16 18 818 -
開館 5,713 138,317 154,563 5,093,907 5,386,787 81,179 94,763 7,000,472 7,176,414
累計 一日平均 36 40 892 - 21 24 1,225 -

　総合図書館の来館者数・貸出点数は開館（２００６年１１月３日）から集計。

　分室の来館者数・貸出点数はサテライト化後の２０１２年１０月１日から集計。

図 書 館 月 報

◎令和7年度図書館利用状況・10月 （2025.10.1～2025.10.31）

回想サロン

Ｎｏ．228　R7(2025)．11．11

寒 川 総 合 図 書 館

おひざにだっこのおはなし会

楽しもう！わらべうたとえほん

土曜日おはなし会

日 曜
来館者数（人） 貸出点数（点）

行事等

土曜日おはなし会

北部おりがみとしょかん

土曜日おはなし会

月にいちどの赤ちゃんタイム

一日平均 1日平均 4.1人登録

◎年度別の利用状況 （2014.4.1～2025.10.31）

計

※分室は

昨年同月比 （町人口48,224人　2025.11.1）

◎令和7年度利用状況 （2025.4.1～2025.10.31）

月 開館日 備考

おひざにだっこのおはなし会

　登録者　　16,163人※（新規登録　 117人）

小谷小学校図書館たんけん

総合図
開館日

来館者数（人） 貸出点数（点）
備考

来館者数（人） 貸出点数（点） 総合図書館
貸出点数（一日平均）（点）

土曜日おはなし会

公開医学講座

教育委員会定例会

s-kobayashi
テキストボックス
資料№２



Ⅰ．寒川総合図書館
１．図書館行事
（１）展示

展示冊数

貸出冊数

194

１１月終了

146

184

190

315

36

１１月終了

109

１１月終了

40

１１月終了

31

36

33

1月終了

4

5

41

１１月終了

（２）おはなし会

土曜日おはなし会
（幼児、小学生向け）

10/4（土）
11：00～11：20

１階
児童コーナー

子ども8名、おとな4名、計12名
絵本「とんでもない」など4点

10/11（土）
11：00～11：20

子ども7名、おとな4名、計11名
紙芝居「さといもゆさゆさ」など5点

10/18（土）
11：00～11：20

子ども3名、おとな4名、計7名
大型絵本「ぼうしとったら」など5点

10/25（土）
11：00～11：20

子ども3名、おとな3名、計6名
絵本「トドにおとどけ」など4点

名称 実施日 場所 参加人数、内容

おひざにだっこのおはなし会

10/5(日)
11:00～11:20 1階

おはなしの
へや

4組（子ども4名、おとな5名）計9名
絵本雑誌「こぐまのおすもう」など8点

10/22(水)
11:00～11:20

2組（子ども2名、おとな3名）計5名
絵本「どんどんばしわたれ」など9点

その他

図書館スタッフ推し本
10/1(水）～
10/31(金）

〇

毎月2名のスタッフが担当し、中高校生向けに選んだ自分
の推し本を2～3冊ずつPOPと共に展示する。学習席利用
のYA世代の利用促進を図る。学習席を使用する際に手に
取っている学生を見かけた。

あこがれのアスリート
9/13(土）～
11/9(日）

-

様々なスポーツで活躍するアスリートに関する資料を展示
することで、スポーツに関心のある人だけでなく幅広い年
代の利用者に興味を持ってもらい貸出につなげる。最近活
躍している人気アスリートの本を中心に貸出されている。

児童展示
②

紙しばい展示

おばけだぞ～
7/16(水）～
　　10/1(水）

-
夏に人気のおばけの紙芝居を集めて展示し、子どもたちに
関心を持ってもらうことを目指す。館内で親子で読んで楽し
む姿や、ボランティアが借りていく様子を見かける。

紙しばい展示

のりもの
10/8(水）～
26/1/14(水）

〇

男の子を中心に人気の電車や飛行機、船などの乗り物が
登場する紙芝居を展示し利用促進を図る。家族でまとめて
借りていく利用者や、その場で読み聞かせをしている姿を
見かける。

複合
さくらももこ生誕60周年
～書いて描いて笑って生きたさく
らももこの世界～

9/6(土)～
11/9(日)

-

漫画家さくらももこさんの生誕60周年に合わせ、エッセイや
翻訳、挿絵など漫画以外の側面を、蔵書を通して紹介す
る。作品の背景でもある昭和時代を取り上げた資料を展示
し、幅広い年代の貸出促進を図る。文庫本やエッセイなど
をまとめて借りていく利用者が見られる。

児童展示
①

いろんな国を知ってみよう！
9/12(金)～
11/9(日)

-

世界の国々の食事や文化、生き物、国旗などの本を展示
し、いろいろな国に興味を持ってもらうことを目指し、読書
推進を図る。子どもたちの利用があり、「世界のお金の本が
おもしろかった！」と感想を聞かせてくれる子もいた。

チチンプイ♪まほうだいすき
10/4(土)～
10/31(金)

○

ハロウィンに合わせて魔法使いや魔女に関する絵本を展
示し、季節を感じイベントを楽しむ気持ちを引き出し貸出増
を図る。ハロウィン関連の絵本や紙芝居が特に多く貸出さ
れ、貸出が伸びた。

CD さまざまな音楽を楽しもう！
9/17(水)～
11/9(日)

-

映画やアニメのサントラ、ヒーリングミュージックやインストゥ
ルメンタルなど歌詞のない曲を中心にリラックス効果を得ら
れるようなCDを展示し貸出促進を図る。映画音楽やヒーリ
ングミュージックの貸出が伸びている。

YA
DISCOVER ! JAPAN
日本の伝統文化・芸能

10/4(土)～
11/30(日)

〇

昭和元年から100年の節目に「日本の魅力を再発見する」
をテーマに、昭和以降の日本文化や風習を知る資料の
他、若者を中心に人気のポップカルチャーや昭和レトロに
関する展示でYA世代の興味を引き貸出促進を図る。若い
人だけでなく家族連れなど幅広い年代の利用者が足を止
めて本を手に取り利用しており、10月末現在、展示資料の
3分の1が貸出されている。

絵本
小規模企画

いろんな家族
9/13(土)～
10/3(金)

-

敬老の日にちなみ、おじいちゃんおばあちゃんの絵本をは
じめとする「家族」をテーマにした絵本を展示し、読書推進
を図る。表紙の絵に興味を惹かれるのか家族連れや子ども
たちがまとめて借りていくことが多く貸出につながった。

　＝令和7年度総合図書館事業実績（10月）＝　

区分 展示名 期間
当月
開始 目的・総評



（３）その他
イベント・講座

応募数（句）

8月 39

9月 36

10月 26

読書通帳配付状況
期間：10月1日（水）～10月31日（金）

大人用8冊、子ども用10冊 合計18冊を配付。

花火
3名で特選1句、入選2句。（「現代俳句」11月号に掲載）
特選句：『そこ持っちゃめっ花火振り回しちゃめっ』加藤西葱

夜長

案山子 　投句者：8名

十進王国クイズラリー
期間：10月1日（水）～10月31日（金）

10月の問題（4類）　参加者：21人
「天気について調べる本はどのキャラクターの本棚にあるかな？」

図書館俳句ポスト投句状況

お題 状　　況

スタッフ研修

人権教育担当者研修会
10/9(木)

14:50～16:30

県市町村人権教育担当者研修会の公開講座に参加した。【講演】「多
様な子どもがいることを前提としたインクルーシブ教育」　【場所】神奈川
県立総合教育センター【参加者】スタッフ1名。

障害者サービス実務担当者会議
10/30(木)

8:30～17:00

神奈川県立図書館主催の実務担当者会議に出席した。【内容】障がい者サー
ビス実施状況調査報告。プレストーク使用実習。情報交換。川崎市障害者情
報文化センター施設では、書庫や視覚障害者を支援する道具の見学、また全
盲の講師によるインターネットの利用方法の実演などを見学した。【場所】川崎
市かわさき老人福祉・地域交流センター【参加者】スタッフ1名。

公開医学講座
10/31(金)

15:00～16:00

湘南鎌倉総合病院のオンライン（ZOOM)医学講座を視聴。専門家による医学
講座を開催することで、来館のきっかけづくりと関連資料の貸出促進を目指
す。テーマ『潰瘍性大腸炎のお話～病気との上手な付き合い方～』（講師：湘
南鎌倉総合病院 消化器病センター部長 佐々木亜希子氏） 参加者：11名。熱
心にメモを取りながら参加している人もいて関心の高さが伺えた。

どくしょメダル　2学期
9/2(火)～
12/24(水)

期間中に設定された冊数の貸出をすると、冊数に応じて金・銀・銅メダルがマイ
ページ上に自動で表示される子ども向けサービス。子どもの読書推進と貸出促
進を目指す。（10冊で銅、30冊で銀、50冊で金メダル）　館内ポスターなどで周
知を行い参加者増を目指す。

回想サロン～昭和から平成の思
い出を語り合おう～
（寒川文書館共催）

10/9(木)
14:00～15:30

「よみうり回想サロン」のDVDを活用した認知症予防の講座を開催し、図書館の
利用促進と高齢利用者同士の交流の場を提供する。寒川文書館所蔵の寒川
町の写真も紹介し、クイズに答えたり、思い出話をしてもらった。リピーターもい
てとても楽しそうに話をしていた。「次回はいつか」と確認し手帳に書き留めるな
ど熱心な様子だった。寒川町のクイズでは、「この保育園に通っていた」や「この
団地に住んでいた」などより身近な思い出を語り合い盛り上がっていた。【参加
者】4名

ハロウィンフォトスポットで
写真を撮ろう！

10/25(土)～
10/31(金)

ハロウィンの仮装をして出かける子どもたちや、映え写真を撮りたいYA世代に
向け、フォトスポットを館内に設置することで来館のきっかけを作り図書館利用
の促進を図る。企画展示室に「巨大蜘蛛の巣」やキャラクターの人形等と一緒
に写真を撮ることのできるコーナーを4か所作り自由に撮影できるようにした。仮
装した子どもを連れた親子がフォトスポットを目的に来館したり、学習席の中高
校生が息抜きに連れだって撮影に行く姿などが見られ好評だった。

月にいちどの赤ちゃんタイム
10/15(水)

11:00～12:00

1階
おはなしの

へや

5組（子ども5名、おとな5名）計10名
えほんや情報交換を楽しみ、終了後にえほんを借りていく参加
者がイベントを開始した4月よりだんだん増えている。

楽しもう！わたべうたとえほん
（子育て支援センター共催）

10/2(木)
13:30～14:00

図書館スタッフが子育て支援センターに出向き、赤ちゃん向けのわらべうたや
手遊びを行った。図書館の利用案内や絵本選びの相談等も行うことで図書館
の利用促進を図る。赤ちゃん連れでの来館に不安を持っているとの質問があ
り、授乳室やおはやしのへやなどの案内をし、気軽に利用して欲しいと伝えた。
来館時新規登録をしたらクリアファイルをプレゼントする引換券を配付。【参加
者】6組（子ども6名、おとな7名）



３．図書館資料管理

督促状況
延滞日数

３日以上

３０日

６０日

９０日

１８０日

Ⅱ．分室
（１）展示

展示冊数

貸出冊数

74

1月終了

15

3月終了

80

1月終了

15

3月終了

（２）イベント・講座

（３）その他

絵本の世界を楽しもう！
北部分室おりがみとしょかん

10/19(日)
10:30～
11:10

絵本の読み聞かせとおりがみ工作を組み合わせたイベント。2冊の絵本
を読み聞かせした後に、絵本に関するおりがみ作品を作った。10月は
『ぐりとぐら』を読み、どんぐりやきのこを子どもたちと一緒におりがみで
作った。折り紙になれている子どもが多く、折り図を見ただけで折り始め
るなどスムースに進めることができた。えほんの読み聞かせも熱心に聞
いていた。【参加者】５組（子ども５名、おとな５名）

蔵書点検
10/6(月)

8:30～17:00

休館日を利用し、北部・南部分室の蔵書点検を行った。
スタッフ４名（各分室２名）。三菱SEはリモートで準備等の対応を行っ
た。新規不明北部0点、南部1点。

北部

FLOWER
10/10(金）～
26/1/18(日）

〇

花について「育てる、飾る、つくる、描く、調べる」など幅広
い分野の資料を展示し利用者の興味を引いて貸出に繋げ
る。親子で利用し、花の折り紙の本を借りていくなどおとな
も子どもも楽しんでいる様子が見られる。

北部朝読おすすめの本
10/4(土）～
26/3/31(火）

〇
小学校で行っている１０分間朝読書向きに、短いおはなし
の本を展示し、小学生の読書推進を目指す。物語の本を
中心に貸出がある。

南部

どこ行く？
10/10(金）～
26/1/18(日）

〇

音楽・映画・美術・博物館などの芸術や文化遺産などを紹
介する資料を展示し、普段南部分室にない資料を展示す
ることで貸出促進を図る。利用しやすい展示コーナーに足
を運ぶ人が多く貸出が伸びている。

南部朝読おすすめの本
10/4(土）～
26/3/31(火）

〇
小学校で行っている１０分間朝読書向きに、短いおはなし
の本を展示し、小学生の読書推進を目指す。短い時間で
読める読み物が貸し出されている。

第三次督促 2025/4/1～4/30 10/26 電話：1名（2冊）

区分 展示名 期間
当月
開始 目的・総評

長期電話督促 2025/8/1～8/31 10/26 電話：6名（15冊）

第二次督促 2025/7/1～7/31 ハガキ：0名（0冊）

予約督促 予約1件以上 毎週木曜・日曜 電話：35名（37冊）メール：93名(127冊）

第一次督促 2025/9/1～9/30 10/26 ハガキ：13名(34冊）、メール：7名（14冊）

督促対象 実施日 状　　況



Ⅰ．寒川総合図書館

１．図書館行事
（１）展示

新規 継続

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

○

〇

〇

〇

様々なスポーツで活躍するアスリートに関する資料を展示すること
で、スポーツに関心のある人だけでなく幅広い年代の利用者に興
味を持ってもらい貸出につなげる。

ちょっとアートな気分
11/25(火）～
26/1/13(火）

画集や絵画の解説本、美術館の紹介など2階にある7類の資料を
紹介し、2階の書架の利用促進を図る。

クリスマスCD展示
11/25(火）～
12/25(木）

図書館まつりの企画として、2階カウンター前でCDの特別展示を行
う。季節に合わせクリスマスのCDを特集することで貸出促進を図
る。

児童展示
②

紙しばい展示

のりもの
10/8(水）～
26/1/14(水）

男の子を中心に人気の電車や飛行機、船などの乗り物が登場する
紙芝居を展示し利用促進と貸出増を図る。

その他

図書館スタッフ推し本
11/1(土）～
11/30(日）

毎月2名のスタッフが担当し、中高校生向けに選んだ自分の推し本
を2～3冊ずつPOPと共に展示する。学習席利用のYA世代の利用
促進を図る。

あこがれのアスリート
9/13(土）～
11/9(日）

児童展示
①

いろんな国を知ってみよう！
9/12(金)～
11/9(日)

世界の国々の食事や文化、生き物、国旗などの本を展示し、いろ
いろな国に興味を持ってもらうことを目指し、読書推進を図る。

おうちで遊ぼう
11/25(火）～
　26/2/4(水）

ひとりで遊べる折り紙や工作、家族や友達と家の中で遊べるゲーム
の本など「おうち時間」を楽しむ本を展示することで、冬休みなどの
過ごし方の提案をし貸出促進を図る。

昭和から平成、令和までの演歌を広く紹介し、演歌が好きな人だけ
でなく幅広い年代の興味を惹き貸出促進を図る。

複合展示

さくらももこ生誕60周年
～書いて描いて笑って生きたさくら
ももこの世界～

9/6(土)～
11/9(日)

漫画家さくらももこさんの生誕60周年に合わせ、エッセイや翻訳、
挿絵など漫画以外の側面を、蔵書を通して紹介する。作品の背景
でもある昭和時代を取り上げた資料を展示し、幅広い年代の貸出
促進を図る。

ひと棚図書館
11/25(火)～
26/1/31(土)

複合展示コーナーを6棚に分け、それぞれの担当スタッフが異なる
テーマでミニ展示を行う。多様なテーマで幅広い年代の利用者の
興味を惹き貸出につなげる。テーマの一例「ミッフィー生誕70周年」
「翻訳本の魅力」など

本格的な冬に先駆け冬をテーマにしたえほんを展示することで、季
節を楽しむ気持ちを引き出し読書推進を図る。

クリスマス
11/25(火)～
12/25(木)

クリスマスをテーマにしたえほんを展示することで、季節を感じイベ
ントを楽しむことで読書推進につなげる。

CD

さまざまな音楽を楽しもう！
9/17(水)～
11/9(日)

映画やアニメのサントラ、ヒーリングミュージックやインストゥルメンタ
ルなど歌詞のない曲を中心にリラックス効果を得られるようなCDを
展示し貸出促進を図る。

THE演歌
11/25(火)～
26/1/14(水)

YA
DISCOVER ! JAPAN
日本の伝統文化・芸能

10/4(土)～
11/30(日)

昭和元年から100年の節目に「日本の魅力を再発見する」をテーマ
に、昭和以降の日本文化や風習を知る資料の他、若者を中心に人
気のポップカルチャーや昭和レトロに関する展示でYA世代の興味
を引き貸出促進を図る。

絵本
小規模
企画

ヨシタケシンスケさんの本
11/1(土)～
11/9(日)

出版社から借りた「まてないの」の絵本パネルの展示に合わせ、ヨ
シタケシンスケ作品を展示する。絵本以外にも挿絵を手がけた児
童書なども展示することで利用促進を図る。

寒くても元気いっぱい！
11/25(火)～
12/12(金)

　＝令和7年度総合図書館事業実績／予定（11月～）＝　

区分 展示名 期間 目的・内容

企画
展示室

図書館スタッフおすすめ！
推し本＆CD

11/3(月)～
12/14(日)

本年新たにスタートしたYA向け展示・図書館スタッフの推し本の展
示で４月～１０月までに展示した資料を展示する。併せて、湘南さ
むかわラジオで毎月スタッフが紹介している本やCDを展示する。
今までに紹介した資料を手に取る機会を増やし貸出増を目指す。



（２）おはなし会

（３）その他

イベント・講座

２．施設見学・研修受入

新規 継続

〇

〇

〇

〇

10/4(土）～
26/3/31(火）

小学校で行っている１０分間朝読書向きに、短いおはなしの
本を展示し、小学生の読書推進を目指す。

北部

FLOWER
10/10(金）～
26/1/18(日）

花について「育てる、飾る、つくる、描く、調べる」など幅広い
分野の資料を展示し利用者の興味を引いて貸出に繋げる。

北部朝読おすすめの本
10/4(土）～
26/3/31(火）

小学校で行っている１０分間朝読書向きに、短いおはなしの
本を展示し、小学生の読書推進をめざす。

（１）展示
区分 展示名 期間 目的・内容

南部

どこ行く？
10/10(金）～
26/1/18(日）

音楽・映画・美術・博物館などの芸術や文化遺産などを紹
介する資料を展示し、普段南部分室にない資料を展示する
ことで貸出促進を図る。

南部朝読おすすめの本

中学生職場体験

11/26(水)
9:00～15:30

寒川東中学校2年生の職場体験（5名）
図書館と文書館の仕事の一部を体験し、図書館司書の仕事について学
ぶ。

11/27(木)
9:00～15:30

寒川中学校2年生の職場体験（4名）
図書館と文書館の仕事の一部を体験し、図書館司書の仕事について学
ぶ。

Ⅱ．分室

【開館記念行事】
図書館コンサート

11/3(月・祝)
14:00～14:50

ウクレレ奏者・KYASさんを招きコンサートを行う。子どもからおとなまで楽し
めるようなコンサートをオープンスペースで行うことで、たくさんの人に音楽
を楽しんでもらう。SNS等を利用し広く宣伝することで興味を惹き、図書館
利用の促進を図る。

みんなの映画会
11/9(日)

14:00～16:20

日本語字幕、バリアフリー日本語音声ガイド付きの映画を上映する。視聴
覚障がいのある方と家族や友人が一緒に楽しめる映画会を行い、来館の
きっかけづくりとする。上映作品『じんじん』２０１３年日本映画。出演：佐藤
B作ほか。福祉課を通して福祉事業所などにポスターを掲示してもらい事
前に募集をする。（募集期間１０月１１日～１１月３日）その後は当日先着の
自由参加を受付。【募集】高校生以上２０名

月にいちどの赤ちゃんタイム
11/2(日)

11:30～12:00

1階
おはなしの

へや

赤ちゃんと一緒にゆっくりと絵本を楽しむ時間を持てるよう
に、おはなしのへやにマットを敷いて自由に読んでもらう。
希望があれば個別に読み聞かせや絵本選びの相談を受け
る。気軽に来館する時間を設けることで更なる利用促進を
図る。第３水曜日が臨時休館に当たるため、おひざにだっこ
のおはなし会の後に短縮で行う。

【開館記念行事】
一生お金に困らない資産形成セミ
ナー

11/3(月・祝)
10:30～11:30

ファイナンシャルプランナーの資格がある講師を迎え、NISAやiDeCoなど
初心者向けの資産形成についてのセミナーを行う。図書館では初めての
開催となる金融関係のセミナーを来館のきっかけとし利用促進を図る。関
連書籍の展示も行い貸出を促す。【募集】高校生以上20名

土曜日おはなし会
（幼児、小学生向け）

11/1(土)
11:00～11:20

１階児童
コーナー

当日自由参加（立ち見可能）
絵本、紙芝居の読み聞かせ

11/8(土)
11:00～11:20

11/29(土)
11:00～11:20

名称 実施日 場所 参加人数、内容

おひざにだっこのおはなし会
（０才から２才の赤ちゃん向け）

11/2（日）
11:00～11:20 1階

おはなしの
へや

当日受付　先着8組
絵本の読み聞かせと、わらべうたや手遊び11/26（水）

11:00～11:20



（意見募集期間）

令和７年12月５日(金) ～ 令和８年１月７日(水)

第２次
寒川町教育振興基本計画【改定版】（案）
寒川町自治基本条例に基づくパブリックコメント

（町民意見の公募））

計画の期間と関連する計画の進行年度

3 4 5 6 7 8 9 10

基本計画

実施計画

基本計画

実施計画

基本計画

実施計画

4年→1年

第3次

寒川町教育振興基本計画

と一本化

計画

寒川

学びプラン

寒川町

教育振興

基本計画

8年計画　第2次

4年計画

第2次

寒川町

総合計画

20年計画（～2040）

第2次第1次

（改定後）（改定前）寒川町教育大綱

3年　後期5年　前期

年度

この計画の期間は、令和３年度を初年度とし、令和１０年度を最終年度
とする８年間とします。実施計画については、令和３年度から令和７年度
までの５年間を前期、令和８年度から令和１０年度までの３年間を後期と
しています。

s-kobayashi
テキストボックス
資料№３



第２次寒川町教育振興基本計画改定におけるポイント

後期実施計画策定におけるポイント

■組織の見直しにより教育委員会に新設された生涯学習課が所管する施策

の追加と新たな課題に対する取り組みを追加します。

■ 基本方針９「多世代交流による青少年の健全育成機会の創出」に基づく取り組

み内容を追加します。(本編P15)

■ 子どもの読書活動の推進について重要な課題と捉え、子どもの発達段階にあわ

せた取り組みを行います。(本編P31)

■令和7年4月からスタートした教育大綱や町総合計画2040第2次実

施計画との整合性を図り、重点施策を整理する。

■町総合計画２０４０第２次実施計画の事務事業を教育振興基本計画後期実施計

画の重点施策として位置づけます。

【新規重点施策】 教職員の働き方改革推進事業(本編P24)

生涯学習振興事業(本編P25)

青少年健全育成事業(本編P25)

■前期実施計画を総括し、後期実施計画で踏襲する施策を時点修正します。

■ 組織の見直しにより教育委員会に新設された生涯学習課所管事業を追

加し、同課が所管する生涯学習推進計画である「学びプラン」との一

本化を図ります。

■ 基本方針を学校（5つの柱）と社会教育(3つの柱）としていましたが、社会教

育に「多世代交流による青少年の健全育成機会の創出」の１柱を追加し、9つ

の柱に変更します。(本編P9～P10)

■ 令和7年4月からスタートした教育大綱や町総合計画2040第２次実施

計画との整合性を図り、計画体系を見直します。

■ 計画体系の学校教育に新たに「教職員の働き方改革推進事業」を加え、社会教

育に「生涯学習振興事業」や「青少年健全育成事業」等を追加します。

(本編P11)



第２次寒川町教育振興基本計画【改定版】の抜粋

よく学び よく遊び よく生きる

(１) 基本理念

地 域

知（確かな学力）徳（豊かな心）体（健やかな体）の

調和のとれた生きる力を育む

学校教育

社会教育
学びの成果を生かした豊かで活力のある地域社会実現の

ための支援をする

心をこめて時間をかけて

子育てを通して自分も育つ

家庭教育

『学び』と『遊び』を支援する学習機会、支援体制、施設設備の充実

『 学 び 』 と 『 遊
び』を通した人格
の形成

『 学 び 』 と 『 遊
び』を通した人と
人のつながり

『 学 び 』 と 『 遊
び』を通した住民
の主体的参画によ
る地域課題解決

～自立（豊かな自己を生涯にわたって育てること）と
共生（人と人のつながりを育むこと）をめざして～



(２) 基本目標 【８年後のめざす姿】

Ⅰ 学校教育
学校教育においては、基本理念を実現するため、８年後のめざす子どもたちの姿として、不

易（時代を超えてめざすべきこと）と流行（時代に応じてめざすべきこと）といった、二つの
側面から基本目標を定めます。

【不易】自分の力で未来を切り拓いていけるよう、知（確

かな学力）、徳（豊かな心）、体（健やかな体）

の調和のとれた生きる力を身につけた子どもたち

【流行】予測困難な時代にあって、情報技術の急速な進展

に対応するとともに、多様化する世界を前に、互

いの文化的違いや価値を受け入れ、尊重し、新た

な関係性を創造することを目指す多文化共生社会

の担い手となって、グローバル社会を生き抜く子

どもたち

Ⅱ 社会教育
社会教育においては、基本理念を実現するため、８年後のめざす町民の姿として、学びの成

果がひとづくり、つながりづくり、まちづくりとつながることを目指し、基本目標を定めます。

町民が地域で学び、その成果がひとづくり、つながりづ

くり、まちづくりに生かされている。



不易（時代を超えてめざすべきこと）

②豊かな情操と道徳心を

備えた児童生徒の育成

自他を尊重する心や物事に感
動する心を育むとともに、規
範意識や公共の精神を大切に
する教育を進めます。

③心身共に健やかな児童
生徒の育成

生活習慣や運動の習慣、生
活の中での心の整え方など、
生きる上で基盤となる健や
かな心と体づくりを進めま
す。

①確かな学力を身につけ
た児童生徒の育成

将来どのような社会になっ
ても自分の力で問題・課題
を発見・解決していく力と
学びへの意欲を高めます。

④外国語による積極的コミュニケーション
能力を身につけた児童生徒の育成

外国人指導者の充実により、質の高い外国語
授業の展開と学校生活全般における外国語を
使用する生活体験を創出します。

流行（時代に応じてめざすべきこと）

⑤情報活用能力を身につけた児童生徒
の育成

情報及び情報技術を適切かつ効果的に活用し
て、自ら課題を発見・解決したり自分の考え
を形成したりしていく資質・能力を育みます。

教育活動全体を通じたウェルビーイングの向上

◆個別の支援を必要とする子どもへの体制の整備 ◆外国語教育の推進及び指導体制の充実

◆教職員の資質向上に向けた研修・研究体制の構築

◆安全な学校施設・安心して学べる学校環境の整備 ◆GIGAスクール構想の実現

◆働き方改革による教職員の環境整備

(３) 基本方針【９つの柱】

学校教育【５つの柱】

学校教育においては、基本目標を実現するために、まず不易の側面から、「確かな学力を身に
つけた児童生徒の育成」「豊かな情操と道徳心を備えた児童生徒の育成」「心身共に健やかな児
童生徒の育成」の３点とともに、流行の側面から、「外国語による積極的コミュニケーション能
力を身につけた児童生徒の育成」「情報活用能力を身につけた児童生徒の育成」を加えた５つの
実現に向けて取り組むことを基本方針とします。自己肯定感や自己実現などの獲得的な要素と、
人とのつながりや利他性、社会貢献意識などの協調的な要素を調和的・一体的に育み、「調和と
協調」に基づくウェルビーイングを、教育活動全体を通じて向上するよう取り組んでいきます。



⑥社会の持続的発展のための学びの推
進

社会経済環境の変化に対応するために、町
民自らが生涯にわたる学びを通じて行動変
容や自己実現を促し、町民相互のつながり
を深め、地域の持続的発展を支える取組を
行います。

⑦多様化する家庭環境に対して、地域
全体での家庭教育の支援

家庭教育は、子どもが安心できる生活環境づ
くりが大切です。子どもの健やかな成長を地
域全体で支えるため、多様な主体が連携協力
して、大人と子どもがふれあう機会の充実を
図ります。

⑧地域の伝統、文化財を保護し、郷土
への愛着を育む活動の実施

町内には貴重な文化財が多数あります。地
域の伝統や文化財を通じ、郷土への愛着を
育み、後世へ継承するために、保存、研究、
普及、啓発活動を進めます。

地域活動や様々な体験の場において多世代
交流を促し、相互に学びあい、青少年の社
会性や自主性を育みます。

⑨多世代交流による青少年の健全育
成機会の創出

◆多様な主体との連携及び支援 ◆地域文化振興

◆文化財学習センターの活用 ◆公民館活動の充実

◆図書館活動の充実

◆多世代交流の推進

社会教育【４つの柱】

社会教育においては、基本目標を実現するために、「社会の持続的発展のための学びの推
進」、「多様化する家庭環境に対して、地域全体での家庭教育の支援」、「地域の伝統、文化
財を保護し、郷土への愛着を育む活動の実施」、「多世代交流による青少年の健全育成機会の
創出」の４点を基本方針とし、社会教育関係団体や町長部局など多様な主体と連携しながら、
公民館、図書館、文化財学習センターなど地域の学びの場である社会教育施設を拠点に社会教
育振興活動の充実に取り組みます。



後期実施計画の計画体系

後期実施計画

主な取組24

⑦ 主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善と基礎学力の
     定着

５ 教職員の資質向上事業

⑧ 個に応じたきめ細やかな指導の充実 ４ 少人数教育推進事業
⑨ 小学校中・高学年における教科担任制の推進 ３ 教育活動充実事業
⑩ 全国学力・学習状況調査の実施・分析・活用 ５ 教職員の資質向上事業（再掲）
⑪ 読書活動の推進 ３ 教育活動充実事業（再掲）

⑫ 体験活動の充実 ２ 豊かな心・文化育成事業
⑬ 道徳教育の推進 ２ 豊かな心・文化育成事業（再掲）

５ 教職員の資質向上事業（再掲）
⑭ いじめ防止と人権教育の推進 ７ 教育相談事業
⑮ 不登校児童生徒への支援の充実 ７ 教育相談事業（再掲）

⑯ 体力の向上と食育の充実 ２ 豊かな心・文化育成事業（再掲）

☆ ① 小・中学校グローバル教育推進事業 ６ 小・中学校グローバル教育推進事業

☆ ① 小・中学校グローバル教育推進事業（再掲） ６ 小・中学校グローバル教育推進事業（再掲）

☆ ② 教職員の働き方改革推進事業 ８ 教職員の働き方改革推進事業
⑰ 地域との連携 ５ 教職員の資質向上事業（再掲）
⑱ 支援教育の推進 １ 特別支援教育推進事業

７ 教育相談事業（再掲）
⑲ 教職員の指導力と学校力の向上 ５ 教職員の資質向上事業（再掲）
⑳ 学力向上、体力向上に資する教具、教材等の十分な整備 ２ 豊かな心・文化育成事業（再掲）

３ 教育活動充実事業（再掲）
㉑ 防災教育の推進 ３ 教育活動充実事業（再掲）
㉒ 安全教育の推進 ３ 教育活動充実事業（再掲）

㉓ 生涯学習推進体制の充実 ９  町職員講師派遣事業「さむかわ出前講座」
10 生涯学習人材登録制度「ステップ・アップ」
11 地域学校協働活動の推進

㉔ 社会教育関係団体活動支援事業 12 社会教育関係団体の育成・活動支援
㉕ 地域文化振興事業 13 寒川町文化祭の開催

☆ ③ 公民館運営事業 14 公民館生涯学習推進員事業
㉖ 公民館活動の充実 15 公民館サークルの育成・支援

☆ ④ 総合図書館運営事業 16 図書館資料の活用
㉗ 図書館活動の充実 17 図書館ボランティアの育成

18 地域の多様な主体との連携・協働

☆ ⑤ 生涯学習振興事業 19 子どものための生涯学習推進事業「さむかわゆうゆう学園」
☆ ③ 公民館運営事業（再掲） 20 家庭教育支援に関する事業

㉖ 公民館活動の充実（再掲）
☆ ④ 総合図書館運営事業（再掲） 21 学校と連携した子どもの読書活動推進事業

㉗ 図書館活動の充実（再掲）

㉘ 文化財保護事業 22 文化財学習センター事業
㉙ 文化財学習センターの活用 23 寒川町郷土歴史・文化財普及啓発事業

☆ ⑥ 青少年健全育成事業 24 青少年健全育成事業

１　確かな学力を身につけた児童生徒の育成

基本理念　
「よく学び」　「よく遊び」　「よく生きる」　～自立と共生をめざして～

基本目標【８年後のめざす姿】　
Ⅰ学校教育　

【不易】知、徳、体の調和のとれた生きる力を身につけた子どもたち

【流行】情報技術の急速な進展に対応し、多文化共生社会の担い手となって、グローバル社会を生き抜く子どもたち

Ⅱ社会教育
町民が地域で学び、その成果がひとづくり、つながりづくり、まちづくりに生かされている

基本方針
重点施策６（☆）・主な施策23

Ⅰ学校教育

６　社会の持続的発展のための学びの推進

７　多様化する家庭環境に対して、地域全体での家庭教育の支援

８　地域の伝統、文化財を保護し、郷土への愛着を育む活動の実施

９　多世代交流による青少年の健全育成機会の創出

２　豊かな情操と道徳心を備えた児童生徒の育成

３　心身共に健やかな児童生徒の育成

４　外国語による積極的コミュニケーション能力を身につけた児童生徒の育成

５　情報活用能力を身につけた児童生徒の育成

各基本方針に関わるもの

Ⅱ社会教育



お寄せいただいたご意見は、「第２次寒川町教育振興基本計画」の改定や「後期実施計画」の
策定の参考にさせていただくとともに、町の考え方と併せてホームページ上で公表いたします。
また、個別の回答はいたしませんのでご了承ください。

また、ご意見の提出に際して取得したメールアドレス等の個人情報は、本パブリックコメント
手続きに限って使用し「個人情報保護法」に従い適正に管理いたします。

次のいずれかの方法にてご意見をお寄せください。

①郵 送：右下のお問合わせ先へ郵送願います
②ＦＡＸ：0467-75-9907
③メール：kyouiku＠town.samukawa.kanagawa.jp
④電子申請は、右の二次元コードから
⑤担当課（お問合わせ先）へ持参
⑥資料閲覧場所の回収箱へ投函

(記入例）
ご意見、氏名・住所（団体等の場合は名称・所在地）、連絡先（電話番号）
※住所が町外の方は、勤務先又は通学先も記入してください。

(受付時間）
①～④募集期間内に提出
⑤土日祝日および年末年始を除く8時30分～17時15分
⑥各種施設等の開館時間に準じる

(募集期間）
令和７年12月５日（金）～ 令和８年１月７日（水）

いただいたご意見について

ご意見の提出方法について

寒川町教育委員会 教育政策課教育政策担当
住 所 〒253-0196 寒川町宮山165番地
電 話 0467-74-1111
ＦＡＸ 0467-75-9907
メール kyouiku＠town.samukawa.kanagawa.jp

お問合わせ先

提出フォーム

http://www.town.samukawa.kanagawa.jp/
http://www.town.samukawa.kanagawa.jp/
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定例教育委員会用 暫定版 

 

 

 

 

 

 

寒川町教育委員会 

令和７年１１月 

 

 



 

１ 

 

寒川町教育委員会 

 

 

 

はじめに 寒川町教育委員会の姿勢 ～変わらずに大切なこと～ ・・・２ 

１ 子どもたちを支える環境づくり                    

◇基礎・基本的な生活習慣について            ・・・６ 

◇主体的な学習を支える基盤づくりについて        ・・・11 

２ 資質・能力を育むための授業づくり                  

～「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善～  

◇資質・能力を育むために                ・・・16 

◇調査結果                       ・・・18 

調査結果 国語 算数・数学 理科 

◇ICT 機器を生かしたこれからの学習活動とは        ・・・31                                                                              

３ 今後に向けて                  

～今までも大切にしていたこと、これからも大切にすること～ 

◇家庭で育まれていること、これからも育んでほしいこと  ・・・33 

  ◇学校で育まれていること、これからも育んでいくこと   ・・・34 

  ◇主体的・対話的で深い学びの授業改善を通して育まれたこと、 

これからも育んでいきたいこと             ・・・37 

  ◇教室を離れても学び続ける子どもの姿を…        ・・・37 

 目 次 



 

2 

 

寒川町教育委員会 

 
 

 

 

 全国学力・学習状況調査は平成 25年度から、全国全ての小学校、中学校を対象に調査が

行われてきました。令和７年度の調査の目的は次のとおりです。 

 

 【調査の目的】1 

○ 学力や学習状況を把握して、分析すること 

○ 教育施策の成果と課題を検証して、その改善を図ること 

○ 学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てること 

○ 教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立すること 

 
   

これとともに、変わらないこととしては、 

 

 【調査結果の取扱いに関する配慮事項】2 

○ 本調査の目的や、調査結果が学力の特定の一部分であること、学校における教育活動

の一側面であること 

○ 序列化につながらない取組が必要であること 

 
  

 この部分について、令和７年度の全国学力・学習状況調査に関する実施要領でも、 
  

 

【調査結果の取扱いに関する配慮事項】 

○ 調査により測定できるのは学力の特定の一部分であること 

○ 学校における教育活動の一側面であること 

○ 序列化や過度な競争が生じないようにするなど教育上の効果や影響等に十分配慮 

すること 

 
  

 この調査で分かることは学力の特定の一部分であること、この調査結果を受けて、序列

化や過度の競争が生まれないよう配慮することが求められています。  

 
寒川町教育委員会の姿勢 ～変わらずに大切なこと～ 

＊「全国学力・学習状況調査に関する実施要領」については、以降「実施要領」と表記する。 

1【調査の目的】 義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から，全国的な児童生徒の学力や学習状況を把

握・分析し，教育施策の成果と課題を検証し，その改善を図るとともに，学校における児童生徒への学習指導の

充実や学習状況の改善等に役立てる。さらに，そのような取組を通じて，教育に関する継続的な検証改善サイク

ルを確立する。（令和７年度 実施要領より） 

2【調査結果の取扱いに関する配慮事項】調査結果の公表にあたっては，本調査の目的や、調査結果が学力の特定の一

部分であることなどを明示するとともに、序列化につながらない取組が必要。（平成 25 年度 実施要領より） 
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寒川町教育委員会 

 
 

寒川町教育委員会では令和７年度についてもこのことをしっかりと受け止め、全国学

力・学習状況調査を次のように取り扱い、寒川町の教育のより一層の発展を目指していき

ます。 

 

【寒川町教育委員会として】 

○ 序列化や過度な競争が生じないよう配慮します。 

（調査結果については、単に平均正答数や平均正答率などの数値のみの公表は行いま

せん。） 

○ 学力の特定の一部分、教育活動の一側面であることに十分に留意します。 

（他の市町村や過去の結果との数値のみの比較に終わらず、平均正答数や平均正答率

の現状についてしっかりと受け止めていきます。） 

○ 調査結果について分析を行い、その分析結果を併せて公表します。 

○ 調査結果の分析を踏まえた今後の改善方策を示していきます。 

○ 調査結果の分析内容や改善方法については、寒川町ホームページに掲載するだけでな

く、家庭版学校教育だより等で家庭への発信をし、家庭と共に学習について考えてい

きます。 

 

 また、次のことを踏まえて分析をしていきます。 

 

【分析をする上での留意点】 

○ 学校での教育実践と調査結果との関わりについて検証していきます。 

○ 「これまでに取り組んで『強み』になったこと」を成果としています。 

○ 「これまでにも取り組んできて、これからも取り組んでいきたいこと・より重点的に

今後取り組みたいこと」を課題とします。 

○ 寒川町の児童・生徒やその保護者の取組、また教職員の教育実践の方向性について、

学習指導要領やこれから求められる力と関連付けていきます。 
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寒川町教育委員会 

 

 

小学校は令和２年度、中学校は令和３年度から全面実施された学習指導要領では、「主体

的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善 3が求められ、教員が「何を教えるか」か

ら児童・生徒を主語にした「何ができるようになるか」「何を学ぶか」「どのように学ぶか」

に視点が変わりました。つまり、児童・生徒が学びの主役となり学習を進めることが求め

られています。 

児童・生徒が主体的な学びを追究していくためには、子ども自身が興味を持って積極的

に取り組むとともに、課題を見い出し、見通しを持って粘り強く授業に取り組めるような

教師の工夫や努力が必要です。また、対話的な学びを深めるためには、自分の考えを他者

に伝えたい・話したいと思わせる場の設定や、有意義な話し合いをするための教師の働き

かけ、子どもたちが行っていることの価値づけが大事となってきます。そして、１人１台

端末等のＩＣＴ機器を活用し、情報を収集、思考の整理、意見の発信、他者との意見共有

等、児童・生徒が有効に活用できる場面での使用が求められています。さらに、深い学び

を追究してくためには、教科特有の見方・考え方を働かせて、教科の本質に迫る授業を構

想する必要があります。このような日々の授業の積み重ねによって、子どもたちに、「生き

る力」4を育むことができます。 

 寒川町では、学習指導要領の趣旨に則り、「主体的・対話的で深い学び」の授業改善の実

現に向けて取り組んでいます。また、コミュニケーション力や意欲、忍耐力など、数値で

の測定が難しい能力、非認知能力を伸ばすことも重視しています。児童・生徒のやりたい！

という気持ちや新しい物事への想像力を育み、結果だけではなく努力の過程を認め、自己

効力感や自信を高められるように取り組んでいます。 

 全国学力・学習状況調査の結果は学力の一部分ではありますが、これまでの取組が反映

されたものとして真摯に受け止め、今後に生かしていく必要があります。引き続き、学校、

地域、家庭が一緒になって、子どもたちの未来のために学校教育を進めていきたいと考え

ております。 

３（「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善）子どもたちが、学習内容を人生や社会の在り方と結び付

けて深く理解し、これからの時代に求められる資質・能力を身に付け、生涯にわたって能動的に学び続けることが

できるようにするためには、これまでの学校教育の蓄積を生かし、学習の質を一層高める授業改善の取組を活性化

していくことが必要であり、我が国の優れた教育実践に見られる普遍的な視点である「主体的・対話的で深い学び」

の実現に向けた授業改善（アクティブ・ラーニングの視点に立った授業改善）を推進する必要がある。 

（学習指導要領解説 総則編より） 

 

４【生きる力とは】今回の改訂においては，情報化やグローバル化といった社会的変化が，人間の予測を超えて加速

度的に進展するようになってきていることを踏まえ，複雑で予測困難な時代の中でも，児童・生徒一人一人が，社

会の変化に受け身で対応するのではなく，主体的に向き合って関わり合い，自らの可能性を発揮し多様な他者と協

働しながら，よりよい社会と幸福な人生を切り拓き，未来の創り手となることができるよう，教育を通してそのた

めに必要な力を育んでいくことを重視している。             （学習指導要領解説 総則編より） 

 
～学びの主役は子ども～ 
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寒川町教育委員会 

 

１ 子どもたちを支える環境づくり 

◇基礎・基本的な生活習慣について 

 

 

子どもたちが健やかに成長していくためには、調和のとれた食事、十分な休養・睡眠が

大切です。早寝・早起きを中心とした生活リズムを安定させるためには、家庭の支えが大

きく関わってきます。家庭での協力を得て、児童・生徒が規則正しい生活を送ることがで

き、学校での学習においても集中力を発揮し、取り組むことができます。 

以下は児童・生徒質問紙調査での、児童・生徒の基本的生活習慣についての項目です。

【児童・生徒質問紙（１）「朝食を毎日食べていますか」】、【児童・生徒質問紙（２）「毎日、

同じくらいの時刻に寝ていますか」】、【児童・生徒質問紙（３）「毎日、同じくらいの時刻

に起きていますか」】については、多くの子どもたちが、毎日朝ごはんを食べ、決まった時

刻に起きる規則正しい生活を送っていることがわかります。小学校では、朝食を食べてい

る児童の割合、決まった時刻に起きている児童の割合は前年度と比べると増加しています。

規則正しい生活を送ることが習慣化することにより、子どもたちは学校での授業において

も、集中して取り組むことができます。一方、中学校では、朝食を食べている生徒の割合

が減少していることが気になります。今後も注意して見ていくことが必要です。これから

も、「早寝・早起き・朝ごはん」を合言葉に取り組んでいきます。 

 

【小学校】 

 

質問番号

（１）

選択肢 １ ２ ３ ４ ５
食べている
（１＋２）

令和７年度 78.5 11.9 8.6 1.0 90.4

令和６年度 76.6 14.6 7.8 1.0 91.2

令和５年度 83.3 10.3 3.7 2.7 93.6

質問事項

朝食を毎日食べていますか

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和７年度

令和６年度

令和５年度

1.している 2.どちらかといえば、している

3.あまりしていない 4.全くしていない

 
基礎・基本的な生活リズムの安定が学習意欲を高めます 
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寒川町教育委員会 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問番号

（２）

選択肢 １ ２ ３ ４ ５
寝ている

（１＋２）

令和７年度 34.1 42.7 19.7 3.5 76.8

令和６年度 33.8 49.9 14.4 1.9 83.7

令和５年度 33.2 46.9 17.2 2.7 80.1

質問事項

毎日、同じくらいの時刻に寝ていますか

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和７年度

令和６年度

令和５年度

1.している 2.どちらかといえば、している

3.あまりしていない 4.全くしていない

質問番号

（３）

選択肢 １ ２ ３ ４ ５
当てはまる

１＋２

令和７年度 51.0 39.4 8.3 1.3 90.4
令和６年度 51.8 38.9 8.3 1.0 90.7
令和５年度 48.4 41.5 8.1 2.0 89.9

質問事項

毎日、同じくらいの時刻に起きていますか

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和７年度

令和６年度

令和５年度

1.している 2.どちらかといえば、している

3.あまりしていない 4.全くしていない
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寒川町教育委員会 

 

【中学校】 

 

 

 

 

質問番号

（１）

選択肢 １ ２ ３ ４ ５
食べている
（１＋２）

令和７年度 71.0 16.4 8.6 3.9 87.4

令和６年度 69.8 16.1 9.3 4.9 85.9

令和５年度 72.7 14.9 8.5 4.0 87.6

質問事項

朝食を毎日食べていますか

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和７年度

令和６年度

令和５年度

1.している 2.どちらかといえば、している

3.あまりしていない 4.全くしていない

質問番号

（２）

選択肢 １ ２ ３ ４ ５
寝ている

（１＋２）

令和７年度 27.7 52.5 16.7 3.1 80.2

令和６年度 26.4 50.4 17.2 5.7 76.8

令和５年度 32.4 44.8 19.1 3.7 77.2

質問事項

毎日、同じくらいの時刻に寝ていますか

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和７年度

令和６年度

令和５年度

1.している 2.どちらかといえば、している

3.あまりしていない 4.全くしていない
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寒川町教育委員会 

 

 

 

 

 

 

今年度、【児童質問紙（１７）「学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、１日

当たりどれくらいの時間、勉強をしますか（学習塾で勉強している時間や家庭教師の先生

に教わっている時間、インターネットを活用して学ぶ時間も含む）」】では、家庭学習にお

いて 30分以上勉強をしている児童がやや減少している傾向が見られます。また【生徒質問

紙（１７）「学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、１日当たりどれくらいの

時間、勉強をしますか（学習塾で勉強している時間や家庭教師の先生に教わっている時間、

インターネットを活用して学ぶ時間も含む）」】においても、昨年度より学習時間が減って

いる傾向が見られます。小・中学校共に、平日も土日も学校外での学習時間が減少傾向が

あり、特に「全くしない」の割合が増えていることは危惧すべき傾向です。全国的にもス

マートフォンやテレビゲームの時間が増えている一方で学力の低下が生じているという調

査報告があることからも、大きな課題と捉えています。 

家庭において計画的に学習することで、学校で学んだことを習得することができ、また

日々の積み重ねにより学習内容の定着が図られます。家庭で学習に取り組む習慣を身に付

けることは、学習習慣だけでなく学習意欲にもつながります。学校から帰宅した後の時間

の過ごし方について、今一度考える機会を家庭でもつことが大切です。 

 

 

 

 

質問番号

（３）

選択肢 １ ２ ３ ４ ５
起きている
（１＋２）

令和７年度 35.8 55.6 7.0 1.3 91.4

令和６年度 43.9 46.3 7.1 2.2 90.2

令和５年度 52.5 36.3 8.2 2.9 88.8

質問事項

毎日、同じくらいの時刻に起きていますか

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和７年度

令和６年度

令和５年度

1.している 2.どちらかといえば、している

3.あまりしていない 4.全くしていない

 
計画的な学習によって、学びの定着が図られます 
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寒川町教育委員会 

 

【小学校】 

 

 

 

質問番号

（１７）

選択肢 １ ２ ３ ４ ５ ６

令和７年度 9.1 9.8 16.2 29.3 22.2 13.4

令和６年度 5.4 11.9 24.6 20.7 25.1 12.4

令和５年度 6.1 9.8 24.3 30.7 18.2 10.8

質問事項

学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、１日当たりどれくらいの時
間、勉強をしますか（学習塾で勉強している時間や家庭教師の先生に教わってい
る時間、インターネットを活用して学ぶ時間も含む）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和７年度

令和６年度

令和５年度

1.３時間以上 2.２時間以上、３時間より少ない

3.１時間以上、２時間より少ない 4.３０分以上、１時間より少ない

5.３０分より少ない 6.全くしない

質問番号

（１９）

選択肢 １ ２ ３ ４ ５ ６

令和７年度 4.0 2.5 6.3 17.4 41.2 28.5

令和６年度 3.4 2.9 5.6 23.8 38.9 25.3

令和５年度 4.9 3.4 6.4 21.9 38.3 25.1

質問事項

土曜日や日曜日など学校が休みの日に、１日当たりどれくらいの時間、勉
強をしますか（学習塾で勉強している時間や家庭教師の先生に教わってい
る時間、インターネットを活用して学ぶ時間も含む）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和７年度

令和６年度

令和５年度

1.４時間以上 2.３時間以上、４時間より少ない

3.２時間以上、３時間より少ない 4.１時間以上、２時間より少ない

5.１時間より少ない 6.全くしない
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【中学校】 

 

 

 

質問番号

（１７）

選択肢 １ ２ ３ ４ ５ ６

令和７年度 10.2 17.8 25.3 11.0 15.9 19.6

令和６年度 8.2 20.2 30.5 16.1 13.1 12.0

令和５年度 15.4 19.1 24.9 19.6 11.7 8.8

質問事項

学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、１日当たりどれくらいの時
間、勉強をしますか（学習塾で勉強している時間や家庭教師の先生に教わってい
る時間、インターネットを活用して学ぶ時間も含む）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和７年度

令和６年度

令和５年度

1.３時間以上 2.２時間以上、３時間より少ない

3.１時間以上、２時間より少ない 4.３０分以上、１時間より少ない

5.３０分より少ない 6.全くしない

質問番号

（１９）

選択肢 １ ２ ３ ４ ５ ６

令和７年度 1.8 6.3 16.2 17.5 23.0 32.9

令和６年度 3.5 7.1 19.1 23.7 25.6 21.0

令和５年度 5.6 13.3 21.0 19.4 24.9 15.4

質問事項

土曜日や日曜日など学校が休みの日に、１日当たりどれくらいの時間、勉強をし
ますか（学習塾で勉強している時間や家庭教師の先生に教わっている時間、イン
ターネットを活用して学ぶ時間も含む）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和７年度

令和６年度

令和５年度

1.４時間以上 2.３時間以上、４時間より少ない

3.２時間以上、３時間より少ない 4.１時間以上、２時間より少ない

5.１時間より少ない 6.全くしない
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◇主体的な学習を支える基盤づくりについて 

 

 

児童・生徒が相互に認め合い、励まし合い、支え合う人間関係は、学級・学校の基盤で

あり、生きる原動力となります。児童・生徒が充実した学校生活を送るためには、「自分の

ことが好き」と思う気持ち（自尊感情）を育み、学級・学校を構成する一員であるという

所属感を持たせ、周りから認められているという充実感を味わわせるようにすることが必

要です。【児童質問紙（６）「先生は、あなたのよいところを認めてくれていると思います

か」】【児童質問紙（４１）「あなたの学級では、学級生活をよりよくするために学級会で話

し合い、互いの意見のよさを生かして解決方法を決めていますか」】【児童質問紙（４２）

「学級活動における学級での話合いを生かして、今、自分が努力すべきことを決めて取り

組んでいますか」】では、小学校において児童の自己肯定感を育む環境を作られており、安

心して学校生活を送る体制づくりが進められている状況が伺えます。引き続き、学校生活

の土台となる学級づくりに力を入れていくことが重要です。 

【小学校】 

 

質問番号

（６）

選択肢 １ ２ ３ ４
当てはまる
（１＋２）

令和７年度 52.5 40.2 5.3 2.0 92.7

令和６年度 38.2 49.6 10.2 1.9 87.8

令和５年度 41.3 46.7 9.3 2.5 88.0

質問事項

先生は、あなたのよいところを認めてくれていると思いますか

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和７年度

令和６年度

令和５年度

1.当てはまる 2.どちらかといえば、当てはまる

3.どちらかといえば、当てはまらない 4.当てはまらない

 主体的な学習を支える基盤づくり 
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質問番号

（４１）

選択肢 １ ２ ３ ４ ５
当てはまる
（１＋２）

令和７年度 25.0 53.0 17.2 4.8 78.0

令和６年度 27.3 49.1 20.4 2.9 76.4

令和５年度 27.5 46.4 20.9 5.2 73.9

質問事項

あなたの学級では、学級生活をよりよくするために学級会で話し合
い、互いの意見のよさを生かして解決方法を決めていますか

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和７年度

令和６年度

令和５年度

1.当てはまる 2.どちらかといえば、当てはまる

3.どちらかといえば、当てはまらない 4.当てはまらない

質問番号

（４２）

選択肢 １ ２ ３ ４ ５
当てはまる
（１＋２）

令和７年度 21.5 49.0 24.5 5.1 70.5

令和６年度 24.8 52.3 19.2 3.4 77.1

令和５年度 25.1 45.9 23.3 5.7 71.0

質問事項

学級活動における学級での話合いを生かして、今、自分が努力すべ
きことを決めて取り組んでいますか

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和７年度

令和６年度

令和５年度

1.当てはまる 2.どちらかといえば、当てはまる

3.どちらかといえば、当てはまらない 4.当てはまらない
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 中学校においても、小学校と同様に、【生徒質問紙（６）「先生は、あなとのよいところ

を認めてくれていると思いますか」】でわかる通り、教職員が生徒の自己肯定感を育くむよ

う活動に取り組んでいます。一方で、【生徒質問紙（４１）「あなたの学級では、学級生活

をよりよくするために学級会で話し合い、互いの意見のよさを生かして解決方法を決めて

いますか」】【生徒質問紙（４２）「学級活動における学級での話合いを生かして、今、自分

が努力すべきことを決めて取り組んでいますか」】においては、取り組めていると考えてい

る生徒の割合が低下しています。教職員と生徒との関係に比べると、生徒同士の関係性の

構築が思い通りに進んでいない状況もあることが考えられます。生徒が互いに素直に自分

の気持ちや考えを出し合えるような、心理的安全性の高い学級を目指し、これまで以上に

学級づくりを通した学校生活の質の向上を進めていくことが重要です。 

【中学校】 

 

 

質問番号

（６）

選択肢 １ ２ ３ ４
当てはまる
(１＋２)

令和７年度 49.1 44.6 4.7 1.3 93.7

令和６年度 47.1 43.3 7.1 2.2 90.4

令和５年度 43.0 43.0 9.5 4.0 86.0

質問事項

先生は、あなたのよいところを認めてくれていると思いますか

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和７年度

令和６年度

令和５年度

1.当てはまる 2.どちらかといえば、当てはまる

3.どちらかといえば、当てはまらない 4.当てはまらない
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質問番号

（４１）

選択肢 １ ２ ３ ４
当てはまる
(１＋２)

令和７年度 24.3 58.5 13.8 2.9 82.8
令和６年度 37.1 52.0 8.4 2.2 89.1
令和５年度 32.1 51.5 12.5 4.0 83.6

質問番号

（４２）

選択肢 １ ２ ３ ４
当てはまる

１＋２

令和７年度 18.3 55.4 19.8 5.5 73.7
令和６年度 26.7 53.7 15.5 3.0 80.4
令和５年度 26.5 47.5 20.4 5.6 74.0

質問事項

あなたの学級では、学級生活をよりよくするために学級活動で話し
合い、互いの意見のよさを生かして解決方法を決めていますか

質問事項

学級活動における学級での話合いを生かして、今、自分が努力すべ
きことを決めて取り組んでいますか

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和７年度

令和６年度

令和５年度

1.当てはまる 2.どちらかといえば、当てはまる

3.どちらかといえば、当てはまらない 4.当てはまらない

質問番号

（４２）

選択肢 １ ２ ３ ４
当てはまる

１＋２

令和７年度 18.3 55.4 19.8 5.5 73.7
令和６年度 26.7 53.7 15.5 3.0 80.4
令和５年度 26.5 47.5 20.4 5.6 74.0

質問事項

学級活動における学級での話合いを生かして、今、自分が努力すべ
きことを決めて取り組んでいますか

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和７年度

令和６年度

令和５年度

1.当てはまる 2.どちらかといえば、当てはまる

3.どちらかといえば、当てはまらない 4.当てはまらない
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 学習指導要領では、学習の基盤となる資質・能力の一つに情報活用能力を位置づけ、各

教科における ICT機器を活用した学習活動の一層の充実を目指しており、寒川町でも使用

を推進してきました。しかし、ICT機器の活用は、授業改善の一手段であるため、「ICT機

器を使うこと」が目的ではなく、ICT機器の特性や強みを生かして、授業のねらいを達成

させるために活用する「学びの支援ツール」という視点をもつことが大切です。ICTを使

って意見を共有した後には、もう一度自分自身の考えを深める時間を取り、再度考えをま

とめて書くことで、深い学びとなります。また、深い学びを支える土台となるのは基礎

的・基本的な学びの習得です。「漢字を書く」「計算問題を解く」などの基礎基本の土台が

あってこそ活用の力が積み重なっていきます。今後も、授業の中でより一層効果的に ICT

機器を活用していく必要があります。 

 

【小学校】 

 

 

【中学校】 

 

 

 

１ ２ ３ ４ ５ ６
ほぼ毎日

（１＋２）

寒川町 33.3 28.3 24.2 7.8 2.8 3.5 61.6

全国（公立） 24.5 22.2 25.0 18.0 7.2 3.1 46.7

１　ほぼ毎日（１日に複数の授業で活用）　　　２　ほぼ毎日（１日に１回くらいの授業）　　　３　週３回以上　　　４　週１回以上
５　月１回以上　　　６　月１回未満

質問
番号

選択肢

質問事項

（２８）

５年生までに受けた授業
で、PC・タブレットなど
のICT機器を、どの程度
使用しましたか

児童数の割合（％）

１ ２ ３ ４ ５ ６
ほぼ毎日
（１＋２）

寒川町 79.9 13.6 3.7 1.0 0.5 1.3 93.5

全国（公立） 29.5 23.7 23.3 15.7 5.3 2.0 53.2

生徒数の割合（％）

（２８）

１、２年生のときに受
けた授業で、PC・タブ
レットなどのICT機器
を、どの程度使用しま
したか

質問
番号

質問事項

選択肢

１　ほぼ毎日（１日に複数の授業で活用）　　　２　ほぼ毎日（１日に１回くらいの授業）　　　３　週３回以上　　　４　週１回以上
５　月１回以上　　　６　月１回未満

 
資質・能力の育成に向けてＩＣＴ機器を効果的に活用する 
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２ 資質・能力を育むための授業づくり 

   ～「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善～  

◇資質・能力を育むために 

  

 

平成２９年３月に公示された学習指導要領５では、教科等の目標や内容について、生きて

働く「知識及び技能」、未知の状況にも対応できる「思考力、判断力、表現力等」、学びを

人生や社会に生かそうとする「学びに向かう力、人間性等」という３つの柱に基づいて再

整理され、これらの資質・能力の３つの柱が相互に関係し合いながら育成されるものとい

う考え方に立っています。そのための授業改善の一つとして、学習指導要領では、「主体的・

対話的で深い学び」のある授業の実現が求められています。そこでは、教師が主役ではな

く、学習の主役は児童・生徒です。「主体的・対話的で深い学び」の視点から、「知識及び

技能」「思考力、判断力、表現力等」「学びに向かう力、人間性等」といった３つの資質・能

力を育成することを目指して授業改善を図っていきます。「主体的・対話的で深い学び」の

授業改善の視点であり、資質・能力を育むことが授業の目的です。授業を通して、単元を

通して、教育課程を通して、子どもたちにどのような姿になってほしいのか、また、担任

として、学年として、学校としてどのような力をつけていきたいのか、小さな視点ではな

く、大きな視野をもって、子どもたちの成長を願い、よさを育んでいく必要性があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５【学習指導要領との関連：主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善】単元や題材など内容や時間のまとまり

を見通しながら，児童の主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善を行うこと。特に，各教科等において身に

付けた知識及び技能を活用したり，思考力，判断力，表現力等や学びに向かう力，人間性等を発揮させたりして，学習

の対象となる物事を捉え思考することにより，各教科等の特質に応じた物事を捉える視点や考え方（以下「見方・考え

方」という。）が鍛えられていくことに留意し，児童が各教科等の特質に応じた見方・考え方を働かせながら，知識を

相互に関連付けてより深く理解したり，情報を精査して考えを形成したり，問題を見いだして解決策を考えたり，思い

や考えを基に創造したりすることに向かう過程を重視した学習の充実を図ること。 

主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善の具体的な内容については，中央教育審議会答申において，以下

の三つの視点に立った授業改善を行うことが示されている。教科等の特質を踏まえ，具体的な学習内容や児童の状況

等に応じて，これらの視点の具体的な内容を手掛かりに，質の高い学びを実現し，学習内容を深く理解し，資質・能力

を身に付け，生涯にわたって能動的（アクティブ）に学び続けるようにすることが求められている。 

 
これから求められることは、知識をいかに活用することができるか 

① 学ぶことに興味や関心を持ち，自己のキャリア形成の方向性と関連付けながら，見通しをもって粘り強く取り組

み，自己の学習活動を振り返って次につなげる「主体的な学び」が実現できているかという視点。 

② 子供同士の協働，教職員や地域の人との対話，先哲の考え方を手掛かりに考えること等を通じ，自己の考えを広げ

深める「対話的な学び」が実現できているかという視点。 

③ 習得・活用・探究という学びの過程の中で，各教科等の特質に応じた「見方・考え方」を働かせながら，知識を相

互に関連付けてより深く理解したり，情報を精査して考えを形成したり，問題を見いだして解決策を考えたり，思

いや考えを基に創造したりすることに向かう「深い学び」が実現できているかという視点。 

（ 小学校学習指導要領総則第 3-１(1)より：中学校については児童を生徒とし、内容については同様の記載） 
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また、令和３年１月に中央教育審議会の答申「『令和の日本型学校教育６』の構築を目指

して〜全ての子供たちの可能性を引き出す、個別最適な学びと、協働的な学びの実現～（答

申）」では、学習指導要領に示す、誰一人取り残すことのない持続可能な社会の創り手の育

成をめざし、そのツールとしての ICTを基盤としながら、「個別最適な学び」と「協働的な

学び」がセットで重視されています。児童生徒一人ひとりの興味関心や発達の状況等を踏

まえて、それぞれの個性を伸ばし資質・能力を高めつつ、学級集団や学習集団において、

子ども同士や子どもと教師、子どもと地域の方々など、多様な他者との関わりを通して、

よりよい学びを創り出すために、学び合い、高め合う関係性を大切にできるような授業づ

くり・学級づくりを目指していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

６社会の変化が加速度を増し，複雑で予測困難となってきている中，子供たちの資質・能力を確実に育成する必要が

あり，そのためには，新学習指導要領の着実な実施が重要であるとした。その上で，我が国の学校教育がこれまで

果たしてきた役割やその成果を振り返りつつ，新型コロナウイルス感染症の感染拡大をはじめとする社会の急激

な変化の中で再認識された学校の役割や課題を踏まえ，2020 年代を通じて実現を目指す学校教育を「令和の日本

型学校教育」とし，その姿を「全ての子供たちの可能性を引き出す，個別最適な学びと，協働的な学び」とした。

ここでは，ICT の活用と少人数によるきめ細かな指導体制の整備により，「個に応じた指導」を学習者視点から整

理した概念である「個別最適な学び」と，これまでも「日本型学校教育」において重視されてきた，「協働的な学

び」とを一体的に充実することを目指している。 

 （「令和の日本型学校教育」の構築を目指して〜全ての子供たちの可能性を引き出す、個別最適な学びと、協働的

な学びの実現～（答申）より） 
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◇調査結果 

学習指導要領の趣旨を踏まえ、全国学力・学習状況調査においても平成３１年度から問

題形式が変更され、知識・活用を一体的に問う形式が中心となっています。「知識」と「活

用」は分けて育成されるのではなく、知識を活用した学習を通して知識の定着や知識理解

の深まりが図られると考えられます。 

一方で学習指導要領では、基礎的・基本的な知識及び技能を確実に習得させ，これらを

活用して課題を解決するために必要な思考力，判断力，表現力等を育む、とされており、

知識の確実な習得が学力形成の前提となることを示しています。 

 

調査結果 小学校 国語 

 

 

 

 

※濃い黒い網掛けは全国平均正答率との差が１０ポイント以上、薄い黒の網掛けは全国平均正答率との差が５ポイント以上（以下同様） 

 

令和７年度　調査結果　小学校【国語】

14

(1) 言葉の特徴や使い方に関する事項 2

(2) 情報の扱い方に関する事項 1

(3) 我が国の言語文化に関する事項 1

Ａ　話すこと・聞くこと 3

Ｂ　書くこと 3

Ｃ　読むこと 4

分類 区分
対象問題数
（問）

平均正答率(％)

寒川町 全国との差 全国（公立）

　全体 64 -2.8 66.8

学習
指導
要領
の

内容

知識及び
技能

69.6 -7.3 76.9

61.3

思考力、
判断力、
表現力等

62.4 -3.9 66.3

67.8

-1.8 63.1

82.8 1.6 81.2

-1.7 69.5

54.4 -3.1 57.5

令和６年度　調査結果　小学校【国語】

14

(1) 言葉の特徴や使い方に関する事項 4

(2) 情報の扱い方に関する事項 1

(3) 我が国の言語文化に関する事項 1

Ａ　話すこと・聞くこと 3

Ｂ　書くこと 2

Ｃ　読むこと 3

分類 区分
対象問題数
（問）

平均正答率(％)

寒川町 全国との差 全国（公立）

　全体 62 -5.7 67.7

学習
指導
要領
の

内容

知識及び
技能

55.4 -9.0 64.4

85.3

思考力、
判断力、
表現力等

58.1 -1.7 59.8

61.1

-1.6 86.9

67.2 -7.4 74.6

-7.3 68.4

67.2 -3.5 70.7
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調査結果 中学校 国語 

 
 

 

令和５年度　調査結果　小学校【国語】

14

(1) 言葉の特徴や使い方に関する事項 5

(2) 情報の扱い方に関する事項 2

(3) 我が国の言語文化に関する事項 0

Ａ　話すこと・聞くこと 3

Ｂ　書くこと 1

Ｃ　読むこと 2 65.5 -5.7 71.2

思考力、
判断力、
表現力等

68.1 -4.5 72.6

22.2 -4.5 26.7

61.5 -1.9 63.4
学習
指導
要領
の

内容

知識及び
技能

66.4 -4.8 71.2

　全体 63 -4.2 67.2

分類 区分
対象問題数
（問）

平均正答率(％)

寒川町 全国との差 全国（公立）

令和７年度　調査結果　中学校【国語】

14

(1) 言葉の特徴や使い方に関する事項 2

(2) 情報の扱い方に関する事項 0

(3) 我が国の言語文化に関する事項 0

Ａ　話すこと・聞くこと 4

Ｂ　書くこと 5

Ｃ　読むこと 3

-7.6 52.8

58.3 -4.0 62.3

思考力、
判断力、
表現力等

48.9 -4.3 53.2

45.2

全体 49 -5.3 54.3

学習指
導

要領の
内容

知識及び
技能

42.4 -5.7 48.1

分類 区分
対象問題数

（問）

平均正答率(％)

寒川町 全国との差 全国（公立）

令和６年度　調査結果　中学校【国語】

15

(1) 言葉の特徴や使い方に関する事項 3

(2) 情報の扱い方に関する事項 2

(3) 我が国の言語文化に関する事項 1

Ａ　話すこと・聞くこと 3

Ｂ　書くこと 2

Ｃ　読むこと 4 43.8 -4.1 47.9

思考力、
判断力、
表現力等

57.5 -1.3 58.8

66.3 1.0 65.3

56.9 -2.7 59.6
学習指
導

要領の
内容

知識及び
技能

54.9 -4.3 59.2

83.0 7.4 75.6

全体 56 -2.1 58.1

分類 区分
対象問題数
（問）

平均正答率(％)

寒川町 全国との差 全国（公立）
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調査結果 小学校 算数 

 

 

 

 

令和５年度　調査結果　中学校【国語】

15

(1) 言葉の特徴や使い方に関する事項 2

(2) 情報の扱い方に関する事項 2

(3) 我が国の言語文化に関する事項 3

Ａ　話すこと・聞くこと 3

Ｂ　書くこと 2

Ｃ　読むこと 4 59.3 -4.4 63.7

思考力、
判断力、
表現力等

79.9 -2.3 82.2

57.8 -5.4 63.2

58.7 -4.7 63.4
学習指
導

要領の
内容

知識及び
技能

53.8 -13.7 67.5

71.0 -3.7 74.7

全体 64 -5.8 69.8

分類 区分
対象問題数
（問）

平均正答率(％)

寒川町 全国との差 全国（公立）

令和７年度　調査結果　小学校【算数】

16

Ａ　数と計算 8

Ｂ　図形 4

Ｃ　測定 2

Ｃ　変化と関係 3

Ｄ　データの活用 5

分類 区分
対象問題数

（問）

平均正答率(％)

寒川町 全国との差 全国（公立）

　全体 55 -3.0 58.0

58.8 -3.5 62.3

学習指導要領の領域

-3.0 62.6

-2.1 56.2

55.3 0.5 54.8

57.8 0.3 57.5

59.6

54.1

令和６年度　調査結果　小学校【算数】

16

Ａ　数と計算 6

Ｂ　図形 4

Ｃ　測定 0

Ｃ　変化と関係 3

Ｄ　データの活用 4

分類 区分
対象問題数

（問）

平均正答率(％)

寒川町 全国との差 全国（公立）

　全体 58 -5.4 63.4

学習指導要領の領域

60.7 -5.3 66.0

60.5 -5.8

56.2 -5.6 61.8

66.3

46.5 -5.2 51.7
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調査結果 中学校 数学 

 

 

 

 

 

令和５年度　調査結果　小学校【算数】

16

Ａ　数と計算 6

Ｂ　図形 4

Ｃ　測定 0

Ｃ　変化と関係 4

Ｄ　データの活用 3

66.6 -4.3 70.9

59.6 -5.9 65.5

46.1 -2.1 48.2

　全体 58 -4.5 62.5

学習指導要領の領域

61.5 -5.8 67.3

分類 区分
対象問題数

（問）

平均正答率(％)

寒川町 全国との差 全国（公立）

令和７年度　調査結果　中学校【数学】

16

Ａ　数と式 5

Ｂ　図形 4

Ｃ　関数 3

Ｄ　データの活用 3

46.5

36.5 -11.7 48.2

43.8 -14.8 58.6

　全体 36 -12.3 48.3

学習指導要領の領域

32.1 -11.4 43.5

35.6 -10.9

分類 区分
対象問題数
（問）

平均正答率(％)

寒川町 全国との差 全国（公立）

令和６年度　調査結果　中学校【数学】

16

Ａ　数と式 5

Ｂ　図形 3

Ｃ　関数 4

Ｄ　データの活用 4

分類 区分
対象問題数
（問）

平均正答率(％)

寒川町 全国との差 全国（公立）

全体 48 -4.5 52.5

47.8 -3.3 51.1

学習指導要領の
領域

48.3 -7.2 55.5

33.2 -7.1 40.3

57.6 -3.1 60.7
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【参考】各年度の問題の難易度を厳密に調整する設計とはしておらず、年度によって出題内容も異なることから、過年

度の結果と単純に比較することは適当ではないことに留意。 

〈出典〉令和７年度全国学力・学習状況調査 報告書（文部科学省 国立教育政策研究所） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年度　調査結果　中学校【数学】

15

Ａ　数と式 5

Ｂ　図形 3

Ｃ　関数 4

Ｄ　データの活用 3

33.2

45.3 -5.9 51.2

43.6 -4.9 48.5

全体 43 -8.0 51.0

学習指導要領の
領域

53.5 -9.5 63.0

24.4 -8.8

分類 区分
対象問題数
（問）

平均正答率(％)

寒川町 全国との差 全国（公立）
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調査結果 小学校 理科 

 

調査結果 中学校 理科 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年度　調査結果　小学校【理科】

17

「エネルギー」を柱とする領域 4

「粒子」を柱とする領域 6

「生命」を柱とする領域 4

「地球」を柱とする領域 6

分類 区分
対象問題数
（問）

平均正答率(％)

寒川町 全国との差 全国（公立）

　全体 54 -3.1 57.1

44.9 -1.8 46.7

学習指導要
領の区分・

領域

Ａ区分

Ｂ区分

-0.9 51.4

45.9 -6.1 52.0

64.0 -2.7 66.7

50.5

令和７年度　調査結果　中学校【理科】

IRTバンド集計値

寒川町 全国との差
全国

（公立）
平均IRTスコア

５ 2.9 -3.3 6.2 寒川町 472

４ 15.1 -5.2 20.3 全国（公立） 503

３ 42.2 0.2 42.0

２ 34.6 7.3 27.3

１ 5.2 1.0 4.2

IRT
バンド

割合(％)
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◇ 国語について  

【小学校】 
 昨年度以前から課題にあがっている「言葉の特徴や使い方に関する事項」についてみる

と、小学校では引き続き基本的な漢字の読み書きに課題があることがわかります。 

 

問題 小学校２四イ 

【ちらし】の下線部イを、漢字を使って書き直す（あつい日） 

 下線の部分は「暑」が解答となります。同音異義語として、「熱い」「暑い」「厚い」があ

ることから、その文章内での意味に応じて使い分ける必要があります。正確に書く力を身

に着けていることはもちろん、文や文章の中で使うとともに書くことが重要であり、知識

を活用しながら学習することで、知識の定着とともに知識理解の深まりを図ることが重要

です。 

 

 

問題 小学校２三 

【ちらし】の二重傍線部を、【調べたこと】を基に詳しく書く 

 一方、問題２三は記述式の問題ですが、正答率は 58.2％と全国平均と大きな差はなく、

示された情報を活用して記述することのできる児童が多く育っていることがわかります。

なお、無回答率は 4.6％であり全国平均の 5.0％を下回っています。 【児童質問紙調査  

（４４）「国語の勉強は得意ですか」】によると、60％以上の児童が国語の勉強は得意とい

寒
川
町

全
国
と
の
差

全
国
（

公
立
）

２四ア 77.7 -3.9 81.6

２四イ 61.5 -10.6 72.1

正答率(％)

問題
番号

問題の概要 出題の趣旨

【ちらし】の下線部アを、漢字を使って書き直す
（このみ）

学年別漢字配当表に示されている漢字を文の中で
正しく使うことができるかどうかをみる

【ちらし】の下線部イを、漢字を使って書き直す
（あつい日）

寒
川
町

全
国
と
の
差

全
国
（

公
立
）

２三 58.2 -3.1 61.3
【ちらし】の二重傍線部を、【調べたこと】を基に
詳しく書く

目的や意図に応じて簡単に書いたり詳しく
書いたりするなど、自分の考えが伝わるように
書き表し方を工夫することができるかどうかを
みる

正答率(％)

問題
番号

問題の概要 出題の趣旨
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う認識があり、前向きに国語の学習に取り組んでいることが書く力を含めた言語能力の向

上に結び付いていることが伺えます。 

 

 

 

【中学校】 
 中学校においても「言葉の特徴や使い方に関する事項」に課題が見られます。 

 

問題 中学校３三 

「しきりと」の意味として適切なものを選択する 

 

 問題３三では、「しきりと」の意味を「何度も」という解答を選べている生徒はおよそ 50％

であり、基本的な語彙を豊かにする必要があります。授業での学習はもちろん、日常的な

読書も含めて、幅広い生活の中で多様な活字に触れる機会を設けることで、語彙を豊かに

するとともに、日本語で大切にされてきた繊細な表現を学んでいくことが期待されます。 

 

１ ２ ３ ４
そう思う
(１＋２)

23.5 40.9 24.0 11.6 64.4

21.3 40.1 26.6 11.9 61.4

１　とてもそう思う　　　２　そう思う　　　３　あまりそう思わない　　　４　そう思わない

（４４） 国語の勉強は得意ですか
寒川町

全国（公立）

児童数の割合(％)

質問
番号

質問事項

選択肢

寒
川
町

全
国
と
の
差

全
国
（

公
立
）

１一 31.8 -3.4 35.2

３三 52.9 -8.1 61.0
「しきりと」の意味として適切なものを選択す
る

事象や行為を表す語彙について理解してい
るかどうかをみる

変換した漢字として適切なものを選択する（か
いしん）

文脈に即して漢字を正しく使うことができ
るかどうかをみる

正答率(％)

問題番号 問題の概要 出題の趣旨
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◇ 算数・数学について  

【小学校】 
 小学校の算数では、基礎・基本の確実な習得に課題が見られます。特に、分数や、単位

当たりの量といった数量の概念を獲得していく過程は、その後の中学校や高等学校での学

習においても土台となってくる部分でもあることから、丁寧に理解を進めていくことを改

めて認識する必要があります。 

 

 

１ ２ ３ ４ ５ ６

寒川町 1.6 5.2 8.4 15.1 19.8 47.5

全国（公立） 3.6 6.0 11.8 19.0 14.8 41.8

１ ２ ３ ４ ５ ６

寒川町 20.1 26.1 32.1 13.6 4.4 1.3

全国（公立） 17.4 21.5 30.8 14.8 9.4 3.0

1　０～１０冊　　　2　１１～２５冊　　　3　２６～１００冊　　　4　１０１～２００冊　　　5　２０１～５００冊　　　6　５０１冊以上

生徒数の割合(％)

質問
番号

選択肢
質問事項

選択肢

１　２時間以上　　　２　１時間以上、２時間より少ない　　　３　３０分以上、１時間より少ない
４　１０分以上、３０分より少ない　　　５　１０分より少ない　　　６　全くしない

学校の授業時間以外に、普段（月曜
日から金曜日）、１日当たりどれく
らいの時間、読書をしますか（電子
書籍の読書も含む。教科書や参考
書、漫画や雑誌は除く）

あなたの家には、およそどれくらい
の本がありますか（雑誌、新聞、教
科書は除く）

質問
番号

質問事項

（２２）

（２１）

寒
川
町

全
国
と
の
差

全
国
（

公
立
）

３（１） 68.4 -5.7 74.1

３（２） 17.2 -5.8 23.0

３（４） 69.1 -12.2 81.3

問題番号 問題の概要 出題の趣旨

正答率(％)

１／２＋１／３を計算する
異分母の分数の加法の計算をすることができ
るかどうかをみる

０．４＋０．０５について、整数の加法で考えると
きの共通する単位を書く

小数の加法について、数の相対的な大きさを
用いて、共通する単位を捉えることができる
かどうかをみる

３／４＋２／３について、共通する単位分数と、
３／４と２／３が、共通する単位分数の幾つ分にな
るかを書く

分数の加法について、共通する単位分数を見
いだし、加数と被加数が、共通する単位分数
の幾つ分かを数や言葉を用いて記述できるか
どうかをみる
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【中学校】 

 
中学校では特に基礎・基本の確実な習得が求められます。問題１、３、５からは「素数」

「外角」「相対度数」といった基本的な用語を十分理解していないことがわかります。また、

パーセント濃度を文字式を使って表す問題２からは、算数から数学となり急激に使用頻度

の増えた、文字を用いた式が十分に扱えていないことがわかるため、数学を学び始めた初

期の頃からつまずきがあった可能性が考えられます。 

数学の問題では問題文が長く、理解に時間がかかる問題が多く見られ、解答者に粘り強

さが必要とされる内容でした。【生徒質問紙調査（数１）「今回の数学の問題では、解答を

言葉や数、式を使って説明する問題がありました。それらの問題について、どのように解

答しましたか」】と教科の平均正答率とのクロス集計結果では、問題に粘り強く解答した生

徒は国語の正答率が約 55％、数学が約 52％でした。一方、途中であきらめてしまった生徒

は、国語の正答率が約 45％でしたが、数学が約 26％と非常に低くなっています。数学では、

国語以上に解答者の粘り強く書こうとする力が問われたといえます。 

数学の課題は、中学校入学時の生徒の学習アセスメントや基礎・基本の学習の積み重ね

方、根本的な数学の価値や興味・関心を高める工夫など、数多くの要素が複雑に重なり合

っています。そのため、そういった課題全体に対応するために、生徒には粘り強く学習に

取り組む姿勢がさらに必要であり、教職員にも粘り強く指導に当たる姿勢が今まで以上に

重要となっています。 

 

寒
川
町

全
国
と
の
差

全
国
（

公
立
）

１ 28.2 -3.6 31.8

２ 35.5 -16.4 51.9

３ 42.6 -15.5 58.1

４ 22.6 -12.1 34.7

５ 19.8 -22.7 42.5

問題番号 問題の概要 出題の趣旨

正答率(％)

一次関数ｙ＝６ｘ＋５について、ｘの増加
量が２のときのｙの増加量を求める

一次関数ｙ＝ａｘ＋ｂについて、変
化の割合を基に、ｘの増加量に対す
るｙの増加量を求めることができる
かどうかをみる

ある学級の生徒４０人のハンドボール投げ
の記録をまとめた度数分布表から、２０ｍ
以上２５ｍ未満の階級の相対度数を求める

相対度数の意味を理解しているか
どうかをみる

１から９までの数の中から素数を全て選ぶ
素数の意味を理解しているかどう
かをみる

果汁４０％の飲み物ａｍＬに含まれる果汁
の量を、ａを用いた式で表す

数量を文字を用いた式で表すこと
ができるかどうかをみる

△ＡＢＣにおいて、∠Ａの大きさが５０°
のときの頂点Ａにおける外角の大きさを求
める

多角形の外角の意味を理解してい
るかどうかをみる



 

28 

 

寒川町教育委員会 

 

 

 

 

 

 

◇ 理科について  

【小学校】 
 小学校においては、全体としては全国平均との差は大きくないものの、国語や算数と同

様、基礎・基本の定着に課題が見られます。 

国語
（１４問）

数学
（１５問）

１ 43.7 55.1 51.7

２ 48.5 44.9 26.3

３ 6.9 38.9 12.1

全ての書く問題で最後まで解答を書こうと努力した

書く問題で解答しなかったり、解答を書くことを途中
であきらめたりしたものがあった

書く問題は全く解答しなかった

質問番号

（数１）

選択肢
生徒数の
割合(％)

平均正答率(％)

今回の数学の問題では、解答を言葉や数、式を使って説明する問題がありまし
た。それらの問題について、どのように解答しましたか

質問事項

55.1 
44.9 

38.9 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

平
均
正
答
率

国語

1.全ての書く問題で最後まで解答を書こうと努力した

2.書く問題で解答しなかったり、解答を書くことを途中であきらめたりしたものがあった

3.書く問題は全く解答しなかった

51.7 

26.3 

12.1 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

平
均
正
答
率

数学

1.全ての書く問題で最後まで解答を書こうと努力した

2.書く問題で解答しなかったり、解答を書くことを途中であきらめたりしたものがあった

3.書く問題は全く解答しなかった
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 一方で、以下のように「理科の勉強は得意」「理科の勉強は好き」と答える児童がおよそ

80％という質問紙調査の結果もあることから、学校における授業展開は児童の興味を引き

付けて実施されていることがわかります。引き続き、児童の気持ちを引き付けつつ、基礎・

基本の確実な習得を目指すことが大切です。 

 

 

 

【中学校】 
 中学校では、問題が一部を除き公開されていない状況のため、問題の内容からの分析は

難しい面があります。今回から始まった IRT スコアの分布である、IRT バンド分布グラフ

においては、標準的な正規分布の結果では、バンド３が約 40％、２・４が約 23％、１・５

が約７％とされています。実際のスコアは誤差が生じますが、寒川町においてはバンド３

は約 40％となっている一方で、２が約 35％、４が約 15％となっています。 

 

寒
川
町

全
国
と
の
差

全
国
（

公
立
）

２（３） 71.6 -6.4 78.0

３（１） 63.5 -7.2 70.7

３（２） 39.2 -6.4 45.6

問題
番号

問題の概要 出題の趣旨

正答率(％)

ベルをたたく装置の電磁石について、電
流がつくる磁力を強めるため、コイルの
巻数の変え方を書く

電流がつくる磁力について、電磁石の強さ
は巻数によって変わることの知識が身に付
いているかどうかをみる

ヘチマの花のおしべとめしべについて選
び、受粉について書く

ヘチマの花のつくりや受粉についての知識
が身に付いているかどうかをみる

ヘチマの花粉を顕微鏡で観察するとき、
適切な像にするための顕微鏡の操作を選
ぶ

顕微鏡を操作し、適切な像にするための技
能が身に付いているかどうかをみる

１ ２ ３ ４ ５
そう思う
(１＋２)

寒川町 48.7 33.8 12.1 5.3 82.5

全国（公立） 40.9 37.5 15.3 6.2 78.4

寒川町 53.0 24.0 15.2 7.8 77.0

全国（公立） 51.7 28.4 12.4 7.4 80.1

１　とてもそう思う　　　２　そう思う　　　３　あまりそう思わない　　　４　そう思わない

選択肢

児童数の割合(％)

（６１）

（６０）

理科の勉強は好きですか

理科の勉強は得意ですか

質問
番号

質問事項
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 難易度が３を超える問題に取り組めている生徒の割合が少ない状況の要因は、【生徒質問

紙調査（６２）「理科の授業の内容はよく分かりますか」】から、授業内容の理解が十分で

はないことが考えられます。さらに【生徒質問紙調査（６６）「理科の授業で学習した考え

方を普段の生活の中で活用できていますか」】では全国と比べても「そう思う」と答えた生

徒は少なく、学習内容を自分事として落とし込めていないことから理解が深まっていない

様子が伺えます。新たな学習内容に取り組んだ際に実生活との関わりを生徒同士で話し合

う場面を作ったり、授業や授業以外での様々な場面で、学習内容が生活の中とつながって

いる例を紹介するなど、多角的な取り組みが必要です。現実世界の一部を取り出して分類、

分析をして体系化してきた学問が理科であることを再確認し、理科と実生活との関わりを

意識できるような学習活動を行っていくことが必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

IRTバンド分布グラフ（横軸：IRTバンド　縦軸：割合）

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

35%

40%

45%

１ ２ ３ ４ ５

寒川町

全国（公立）

IRTバンド集計値

寒川町
全国

（公立）

５ 2.9 6.2

４ 15.1 20.3

３ 42.2 42.0

２ 34.6 27.3

１ 5.2 4.2

IRT
バンド

割合(％)

児童数の割合（％）

１ ２ ３ ４
そう思う
（１＋２）

全国
との差

寒川町 21.4 40.5 28.2 9.7 61.9 -9.5

全国（公立） 26.1 45.3 21.2 6.9 71.4

寒川町 6.8 32.1 36.6 23.5 38.9 -11.8

全国（公立） 13.6 37.1 34.0 14.7 50.7

１　とてもそう思う　　　２　そう思う　　　３　あまりそう思わない　　　４　そう思わない

質問
番号

質問事項

選択肢

理科の授業の内容はよく分かりま
すか

（６２）

理科の授業で学習した考え方を普
段の生活の中で活用できています
か

（６６）



 

31 

 

寒川町教育委員会 

 

◇ICT 機器を生かしたこれからの学習活動とは 

  
 

 寒川町では児童・生徒の ICT 機器の活用が進んでおり、全国平均と比べても使用頻度は

高く、【児童質問紙（２８）】「５年生までに受けた授業で、PC・タブレットなどの ICT機器

を、どの程度使用しましたか」によると、小学校では 60％以上の児童がほぼ毎日使ってい

ます。また、【生徒質問紙（２８）】「１、２年生のときに受けた授業で、PC・タブレットな

どの ICT機器を、どの程度使用しましたか」によると、中学校では 90％以上の生徒がほぼ

毎日使っています。 

 

 
 

 ICT 機器を使うことで、情報を整理したり、自分以外の多くの考えに触れたりする機会

を得やすくなっており、学習を深めていく道具としても活用できます。しかし、【児童・生

徒質問紙調査（２９－３）「あなたは自分が PC・タブレットなどの ICT 機器を使って情報

を整理することができると思いますか」】【児童・生徒質問紙調査（２９－４）「あなたは自

分が PC・タブレットなどの ICT機器を使って学校のプレゼンテーションを作成することが

できると思いますか」】の結果からは、使用頻度と比べて必ずしも思考力・判断力・表現力

の育成には結びついてはいないことが読み取れます。さらに、質問紙調査に対して「とて

もそう思う」と答えた割合は、全国と比べても低い傾向が見られます。ICT機器を使うこと

には慣れていても、それを使って学習効果を高めたり、自信をもって表現したりすること

はまだ不十分なようです。ICT 機器をどのように使うことで学びが深まるのか、今回の学

１ ２ ３ ４ ５ ６
ほぼ毎日

（１＋２）

寒川町 33.3 28.3 24.2 7.8 2.8 3.5 61.6

全国（公立） 24.5 22.2 25.0 18.0 7.2 3.1 46.7

１　ほぼ毎日（１日に複数の授業で活用）　　　２　ほぼ毎日（１日に１回くらいの授業）　　　３　週３回以上　　　４　週１回以上
５　月１回以上　　　６　月１回未満

質問
番号

選択肢

質問事項

（２８）

５年生までに受けた授業
で、PC・タブレットなど
のICT機器を、どの程度
使用しましたか

児童数の割合（％）

１ ２ ３ ４ ５ ６
ほぼ毎日
（１＋２）

寒川町 79.9 13.6 3.7 1.0 0.5 1.3 93.5

全国（公立） 29.5 23.7 23.3 15.7 5.3 2.0 53.2

生徒数の割合（％）

（２８）

１、２年生のときに受
けた授業で、PC・タブ
レットなどのICT機器
を、どの程度使用しま
したか

質問
番号

質問事項

選択肢

１　ほぼ毎日（１日に複数の授業で活用）　　　２　ほぼ毎日（１日に１回くらいの授業）　　　３　週３回以上　　　４　週１回以上
５　月１回以上　　　６　月１回未満

 
ICT 機器をどう使っていくか、再確認することが必要です 
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習場面ではそもそも ICT機器を使う必要があるのか等、改めて ICT機器の活用方法を考え、

教職員同士でも相談しながら学習活動を進めていくことは現在の大きな課題といえます。 

 ICT 機器の利点の一つとして、物理的な距離や空間にとらわれずに情報共有や双方向コ

ミュニケーションができるということがあります。これらは協働的な学びのための大きな

武器になる一方で、深い学びにつなげるためには、自分事へと落とし込むといった個人で

の思考が欠かせません。その意味で、個で考え、他者と共有し、改めて個に戻すという学

習構造を授業展開の中でどう設定していくのかが重要です。振り返りもその一部分になる

でしょう。どの場面で ICT 機器が必要になるのか、どんな機能を使うのか、もう一度見つ

め直すことが大切です。ICT機器が当たり前のように使われるようになっているからこそ、

使い方の再確認をすることで、学習活動をさらに充実させることが期待できます。 

 

【小学校】 

 

 

【中学校】 

 

１ ２ ３ ４
そう思う
(１＋２)

寒川町 19.7 48.0 29.0 3.3 67.7

全国（公立） 26.9 42.4 25.7 4.9 69.3

寒川町 25.5 42.9 26.8 4.8 68.4

全国（公立） 38.6 38.1 18.2 5.0 76.7

　１　とてもそう思う　　　２　そう思う　　　３　あまりそう思わない　　　４　そう思わない

質問
番号

選択肢
質問事項

児童数の割合（％）

（２９－３）

あなたは自分がPC・タブレットなどの
ICT機器を使って情報を整理する
（図、表、グラフ、思考ツールなどを
使ってまとめる）ことができると思い
ますか

（２９－４）

あなたは自分がPC・タブレットなどの
ICT機器を使って学校のプレゼンテー
ション（発表のスライド）を作成する
ことができると思いますか

生徒数の割合（％）

１ ２ ３ ４

寒川町 19.8 52.2 21.7 5.5

全国（公立） 21.1 42.2 29.8 5.7

寒川町 25.6 47.0 19.6 6.8

全国（公立） 31.8 44.8 17.7 4.7

　１　とてもそう思う　　　２　そう思う　　　３　あまりそう思わない　　　４　そう思わない

（２９－３）

あなたは自分がPC・タブレットなど
のICT機器を使って情報を整理する
（図、表、グラフ、思考ツールなど
を使ってまとめる）ことができると
思いますか

72.0

63.3

（２９－４）

あなたは自分がPC・タブレットなど
のICT機器を使って学校のプレゼン
テーション（発表のスライド）を作
成することができると思いますか

72.6

76.6

質問
番号

質問事項

選択肢

そう思う
（１＋２）
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３ 今後に向けて ～今までも大切にしていたこと、これからも大切にすること～ 

◇家庭で育まれていること、これからも育んでほしいこと 

 

【児童・生徒質問紙（５）「自分には、よいところがあると思いますか」】では、年々増加

している傾向が見られ、小学校・中学校ともに約 85％の生徒が「当てはまる」と答えてお

り、自分に自信をもって、物事に前向きな気持ちで取り組むことのできる土台作りが進め

られていることが感じられます。近年の社会は、グローバル化、情報化、少子化、高齢化

等を背景に、社会構造の大きな変動期を迎えており、予測困難な将来を前提に生きていく

ことを求められています。そういった中では、一人ひとりの子どもたちが自分の可能性を

信じ、たくましく生き抜いていく基礎を培うことが重要です。家庭での会話を通して、子

どもが自信をもち、日々の生活に前向きに取り組むことができるよう、他の子どもと比較

するのではなく、その子が持っている個性やよさ、頑張りなどを認め、子どもの自尊心、

自己肯定感を高められるような関わり方の継続が大切です。さらに、学校や友人関係とは

違う視点で話す機会を確保することによって、大切な保護者の方々へ「考えて、発信する」

という場が生じます。児童・生徒にとっての思考力を伸ばしていくためにも、家庭での話

す機会を大切にしてほしいと思います。 

【小学校】 

 

質問番号

（５）

選択肢 １ ２ ３ ４ ５
当てはまる
１＋２

令和７年度 38.9 45.7 11.4 4.0 84.6

令和６年度 29.9 53.3 12.7 4.1 83.2

令和５年度 39.1 42.8 12.8 5.2 81.9

質問事項

自分には、よいところがあると思いますか

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和７年度

令和６年度

令和５年度

1.当てはまる 2.どちらかといえば、当てはまる

3.どちらかといえば、当てはまらない 4.当てはまらない

 
家庭での会話で育んでいきたいこと 
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【中学校】 

 

 

◇学校で育まれていること、これからも育んでいくこと 

学校で育まれていること、これからも育んでいくこと 

今年度の質問紙調査結果や日頃の小・中学校の様子から、児童・生徒と先生の信頼関係

の高さが見られます。これは寒川町の強みとして、今後も大切にしていきたいところで

す。 

【児童生徒質問紙(１０)】「先生は、あなたのよいところを認めてくれていると思いま

すか」からは、先生から認められていると感じている児童・生徒が着実に増加しているこ

とがわかります。また、【児童生徒質問用紙(１４)】「困りごとや不安がある時に、先生や

学校にいる大人にいつでも相談できますか」でも同様の傾向が見られており、中学校は

全国平均よりも高い割合となっています。 

このような信頼関係が育まれることで、学校で安心して学ぶことができるという基盤

が生まれ、難しいことでも挑戦しようという気持ちが育まれているといえます。そこに

は日頃から児童・生徒に声をかけて励ましたり、わかりやすい説明となるように工夫し

たりする教師の日々の積み重ねがあります。教師が児童・生徒一人ひとりに対して、丁寧

に関わることで、学習に対する意欲がわき、児童・生徒もあきらめずに取り組もうとする

粘り強さが育まれていくと考えられます。教師の姿がまさに子どもの姿として表れてい

質問番号

（５）

選択肢 １ ２ ３ ４ ５
当てはまる
１＋２

令和７年度 31.1 54.6 9.4 5.0 85.7

令和６年度 38.7 40.6 16.6 4.1 79.3

令和５年度 33.2 47.2 14.1 4.8 80.4

質問事項

自分には、よいところがあると思いますか

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和７年度

令和６年度

令和５年度

1.当てはまる 2.どちらかといえば、当てはまる

3.どちらかといえば、当てはまらない 4.当てはまらない

 
先生と児童・生徒との温かい関わりの中で、育まれていること 
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ます。 

３つの育成すべき資質・能力における「学びに向かう力」が大切にしている側面に、粘

り強さがあります。この「学びに向かう力」は、家庭と学校のしっかりとした生活の基盤

があってこそ、育まれていくものです。家庭における規則正しい生活習慣の確立と、教師

が児童・生徒一人ひとりに対して、温かく丁寧に接することによって、物事に対してあき

らめない前向きな姿勢を育成していくことができると考えられます。 

 

【小学校】 

 

 

 

 

質問番号

（６）

選択肢 １ ２ ３ ４ ５
当てはまる
１＋２

令和７年度 52.5 40.2 5.3 2.0 92.7

令和６年度 38.2 49.6 10.2 1.9 87.8

令和５年度 41.3 46.7 9.3 2.5 88.0

質問事項

先生は、あなたのよいところを認めてくれていると思いますか

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和７年度

令和６年度

令和５年度

1.当てはまる 2.どちらかといえば、当てはまる

3.どちらかといえば、当てはまらない 4.当てはまらない

質問番号

（１０）

選択肢 １ ２ ３ ４ ５
当てはまる
１＋２

令和７年度 30.8 37.4 20.2 11.4 68.2

令和６年度 27.7 35.8 23.6 12.9 63.5

令和５年度 36.1 35.1 19.4 9.3 71.2

質問事項

困りごとや不安がある時に、先生や学校にいる大人にいつでも相談できま
すか

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和７年度

令和６年度

令和５年度

1.当てはまる 2.どちらかといえば、当てはまる

3.どちらかといえば、当てはまらない 4.当てはまらない
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【中学校】 

 

 

 

 

 

 

 

質問番号

（６）

選択肢 １ ２ ３ ４ ５
当てはまる
１＋２

令和７年度 49.1 44.6 4.7 1.3 93.7

令和６年度 47.1 43.3 7.1 2.2 90.4

令和５年度 43.0 43.0 9.5 4.0 86.0

質問事項

先生は、あなたのよいところを認めてくれていると思いますか

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和７年度

令和６年度

令和５年度

1.当てはまる 2.どちらかといえば、当てはまる

3.どちらかといえば、当てはまらない 4.当てはまらない

質問番号

（１０）

選択肢 １ ２ ３ ４ ５
当てはまる
１＋２

令和７年度 37.1 42.8 11.0 7.3 79.9

令和６年度 31.6 37.9 20.2 10.1 69.5

令和５年度 35.5 35.5 18.8 9.8 71.0

質問事項

困りごとや不安がある時に、先生や学校にいる大人にいつでも相談
できますか

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

令和７年度

令和６年度

令和５年度

1.当てはまる 2.どちらかといえば、当てはまる

3.どちらかといえば、当てはまらない 4.当てはまらない
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◇主体的・対話的で深い学びの授業改善を通して育まれたこと、こ

れからも育んでいきたいこと 
 

 

 「主体的・対話的で深い学び」の授業改善においては、各校での継続的で熱心な取組が

行われています。寒川町の各小・中学校では、校内研究において児童生徒の資質・能力の

育成に向けて、ICT機器を活用しながら、「個別最適な学び」と「協働的な学び」を一体的

に充実し、「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けて研究に取り組んでいます。また、

さむかわ学びっ子推進委員会において、各校の校内研究の様子や状況について、情報交換

を通して、互いの学校に持ち帰って参考としながら、さらに研究を深めています。 

 小学校を中心に、「主体的・対話的で深い学び」の実現が教科調査の分析結果から見られ

ている一方で、課題も散見されます。小・中学校合わせて８校という、情報交換・情報共

有をしやすいスケールメリットを生かし、全町一体となって「主体的・対話的で深い学び」

の授業研究を深めていくことが大切です。 

 しかしながら、我々が求めていることは「主体的・対話的で深い学び」の視点による授

業改善が目的ではなく、寒川の子どもたちに育まれるべき、３つの資質・能力を育成する

ことが目指すべきゴールとなります。「どんな子どもに育てていきたいか」を常日頃より教

職員全体で意識し、よりよい授業づくりに向けて取り組む必要があります。 

 

◇教室を離れても学び続ける子どもの姿を・・・ 
 

 

 今日、先を見通すことが難しい時代を生き抜くために、子どもたちには、「自分で課題を

見つけ、対話をしたり新しい情報を取り入れたりする中で調整していく力」が必要となり

ます。また、これから先、学習したことをどのように活用できるかが大事となってきます。

学校では、単に知識を獲得するのではなく、学んだことを活用したり考えを伝え合ったり、

さらにそこから自分の考えをまとめ、調整する学習を充実させ、「生きて働く知識」となる

ように努め、さらには「学びを教室という狭い空間」で完成させるのではなく、「教室を離

れても学び続ける姿」を、意識しながら授業を創っていくことが必要であると考えます。

家庭や地域でも、子どもたちのがんばりを認め、温かい言葉かけを行い、安心して様々な

物事にチャレンジできる環境づくりにご協力をお願いします。 

 計算力や語学力といった学力テストなどで測れる能力のことを「認知能力」と呼ぶ一方、

コミュニケーション力や意欲、忍耐力など、数値での測定が難しい能力のことを「非認知

能力」と呼びます。こういった力については、これまでの学校教育でも当たり前のものと

して育んできた面がありますが、寒川町ではより意識的に育てていこうとしています。「非

認知能力」の一つ、目標の達成（やり抜く力）との関係性については、学習評価の観点に

なっている「主体的に取り組む態度」の２つの側面のうちの一つ、粘り強く取り組もうと

する側面であり、よりよく学ぼうとする意欲をもって学習に取り組む態度として現れます。    

 
スケールメリットを生かした、全町一体となって行う授業改善を 

 

 
非認知能力の育成も重視していきます 
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また、「非認知能力」の一つ、他者との協働（他者とコミュニケーションできる力）との

関係性についても、「協働的な学び」として学習の基本的な形として各学校で取り組まれて

いるところです。こうした非認知能力を伸ばすためには、児童・生徒の内発的意欲を尊重

することが重要になります。児童・生徒の一人ひとりが学習活動に興味をもち、主体的に

取り組めるような課題設定、そしてそれに適した活動内容やしかけ、が求められます。さ

らに、結果だけではなく努力の過程を認め、評価することで、児童・生徒は自己効力感や

自信が高まります。前述した【児童・生徒質問紙(１０)】「先生は、あなたのよいところを

認めてくれていると思いますか」で多くの児童・生徒が感じているように、先生は一人ひ

とりの児童・生徒に自信を持たせる言葉かけを行ってきており、今後も続けていくことが

大切です。子どもが挑戦したときに、結果だけでなく過程を振り返らせたり認めたりして、

次につなげる意識が育まれることが期待されます。 

 以上のように、児童・生徒の努力、保護者の支え、地域の協力、学校における教育実践

の改善によって、寒川の子どもたちの資質・能力は着実に積み上げられてきていると考え

ています。学校、地域、家庭が、子どもたちの未来のために、これからも同じ方向を向い

て、一緒に手を取り合って取り組むことが必要です。 

 今後も、それぞれの立場で適切な役割を果たしつつ、パートナーとして、未来の宝であ

る「寒川の子どもたちのため」に連携、協力していきたいと思います。 

 

 


